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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非ニュートン水性濃縮組成物であって、
クエン酸及び乳酸を含む少なくとも１つの酸であって、前記水性濃縮組成物の４０質量％
～６０質量％を構成する、酸と；
少なくとも１つの界面活性剤と；
分子量が３，０００，０００～７，０００，０００であるポリエチレンオキシドを含む少
なくとも１つのミスト防止成分と
を含んでおり、前記組成物は、５０ｒｐｍ及び室温で、スピンドルＲｌを使用するＢｒｏ
ｏｋｆｉｅｌｄ　ＬＶＤＶ―ＩＩ粘度計を用いて測定される４０センチポアズ（４０ｍＰ
ａ・ｓ）未満の剪断粘度を有する非ニュートン性であり、
　前記組成物は、酸化防止剤、キレート剤、及び溶媒からなる群から選択される０．０５
質量％～１０質量％の少なくとも１つの安定化成分を更に含み、
　前記安定化成分はジカルボキシメチルグルタミン酸四ナトリウム塩（ＧＬＤＡ）を含む
、非ニュートン水性濃縮組成物。
【請求項２】
　前記溶媒がプロピレングリコール、及びグリセリンからなる群から選択される、請求項
１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物。
【請求項３】
　前記濃縮組成物のｐＨが４．５以下である、請求項１に記載の非ニュートン水性濃縮組
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成物。
【請求項４】
　更に水を含む、請求項１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物であって、前記水は前記
水性濃縮組成物の２５質量％～５０質量％を構成しており、
前記少なくとも１つの界面活性剤は前記水性濃縮組成物の１．３質量％～１２質量％を構
成しており、並びに
前記ミスト防止成分は、前記水性濃縮組成物の０．０１質量％～０．３質量％を構成して
いる、
非ニュートン水性濃縮組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吹付可能な水性組成物の分野に関する。具体的には、本発明は、液滴サイズ
を制御するためのミスト防止成分を含む吹付可能な水性組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　吹付可能な水性組成物は、一時的トリガー噴霧装置、又はエアロゾル噴霧装置を用いて
硬質表面に適用することができる。これらの洗剤は、噴霧によって垂直な、頭上の、又は
傾斜した表面に適用することができるため、非常に有用である。噴霧装置は、目標の硬質
表面に接触する吹付可能な水性組成物のスプレーパターンを生ずる。吹付可能組成物の大
半は、大きな噴霧された堆積物として目標の硬質表面上に存在しつつ、吹付可能組成物の
一部は、ある時間、例えば約５秒～約１０分間、散布部分を囲む雰囲気中に浮游して又は
分散してとどまる可能性のある洗剤組成物を含む微粒子からなる浮遊したエアロゾル又は
ミストになることがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　吹付可能な水性組成物は、水で希釈して使用溶液を形成する濃縮溶液として供給しても
よい。そのような濃縮溶液は、希釈水を輸送又は保存する代わりに後で溶液に添加するた
め、輸送及び保存コストを低減する。いくつかの実施形態において、濃縮物は高温及び低
温で、例えば輸送及び保存の間に経験する高温及び低温で安定であることが好ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一実施形態において、非ニュートン濃縮組成物は、少なくとも１つの酸と、少なくとも
１つの界面活性剤と、ミスト防止成分とを含む。ミスト防止成分は、ポリエチレンオキシ
ド、ポリアクリルアミド、ポリアクリレート、及びこれらの組み合わせから選択される。
非ニュートン組成物は、約４０センチポアズ未満の粘度を有する。
【０００５】
　他の実施形態において、非ニュートン濃縮組成物は、水と、少なくとも１つの界面活性
剤と、ミスト防止成分とを含む。更なる実施形態は濃縮洗浄溶液の使用方法である。濃縮
洗浄溶液は界面活性剤とミスト防止成分とを含んでおり、水で希釈して濃度約０．００２
質量％～約０．００６質量％のミスト防止成分を有する使用溶液を形成し、ミスト防止成
分は、ポリエチレンオキシド、ポリアクリルアミド、及びこれらの組み合わせから選択さ
れる。
【０００６】
　更なる実施形態は、濃縮溶液を水で希釈して濃度約０．２質量％～５質量％のポリアク
リレートを有する使用溶液を形成する、濃縮洗浄溶液の使用方法である。
【０００７】
　複数の実施形態を開示したが、本発明の更に他の実施形態は、本発明の実施形態を説示
する以下の詳細な説明から当業者にとって明らかとなる。したがって、図面及び詳細な説
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明は、実際は説明的なものであって、限定的でないものとみなす。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、市販の即使用可能な吹付可能な溶液、及びポリエチレンオキシドで調整
した即使用可能な吹付可能な溶液について、市販のトリガー噴霧器（すなわち非低粘度噴
霧器）を用いて適用した場合の、１１マイクロメートル未満の液滴の割合を説明する。
【０００９】
【図２】図２は、市販の即使用可能な吹付可能な溶液、及びポリエチレンオキシドで調整
した即使用可能な吹付可能な溶液について、市販のトリガー噴霧器で適用した場合の、平
均液滴サイズを説明する。
【００１０】
【図３】図３は、市販の即使用可能な吹付可能な溶液、及びポリエチレンオキシドで調整
した即使用可能な吹付可能な溶液について、低粘度トリガー噴霧器で適用した場合の、平
均液滴サイズを説明する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明は、ミスト防止成分、例えばポリエチレンオキシド、ポリアクリルアミド、又は
ポリアクリレートを含む濃縮吹付可能組成物、及びその使用溶液に関する。一実施形態に
おいて、濃縮吹付可能組成物は、濃縮物を水で希釈して使用溶液を形成して一時的トリガ
ー噴霧器から分配した場合に、使用溶液が平均液滴サイズの増加を示し、かつミスト又は
エアロゾルが低減される程度に充分な量のミスト防止成分を含んでもよい。一実施形態に
おいて、吹付可能な使用溶液は小粒子のエアロゾルをほとんど生じないか、又は生じない
。他の実施形態において、トリガー噴霧器で分配した場合、吹付可能な使用溶液は５０マ
イクロメートルより大きい平均液滴サイズを有する。分配した使用溶液の液滴サイズの増
加は、吸引並びにエアロゾル及びミスト化を低減することができることが分かった。
【００１２】
　吹付可能組成物は、一時的トリガー噴霧器から分配される液滴サイズがより大きいこと
が望まれる任意の環境で使用することができる。例えば、吹付可能組成物は、業務用途、
食品及び飲料用途、ヘルスケア用途、車両ケア用途、害虫駆除用途、及び洗浄用途に使用
することができる。そのような用途としては、限定されないが、洗濯及び布地の洗浄及び
脱染、キッチン及びバスルームの洗浄及び脱染、カーペット洗浄及び脱染、車両洗浄及び
脱染、現場操作における洗浄、一般的な目的の洗浄及び脱染、表面洗浄及び脱染、特に硬
質表面、ガラス窓洗浄、消臭又は香り付け、工業用又は家庭用洗剤、抗菌洗浄が挙げられ
る。吹付可能組成物の使用方法もまた提供する。
【００１３】
　濃縮吹付可能組成物は、少なくとも１つのミスト防止成分、例えばポリエチレンオキシ
ド（ＰＥＯ）、ポリアクリルアミド、又はポリアクリレートを含む。ミスト防止成分は、
エアロゾル噴霧器及び一時的トリガー噴霧器を含む噴霧器を使用して分配した場合に、吹
付可能溶液の噴霧化及びミスト化を低減するよう機能することがある。一時的トリガー噴
霧器の例としては、市販の一時的トリガー噴霧器（すなわち非低速トリガー噴霧器）、及
び低速トリガー噴霧器が挙げられ、両者ともＣａｌｍｅｒ社から入手可能である。商業的
に入手可能な、適する市販の一時的トリガー噴霧器としては、Ｃａｌｍｅｒ　Ｍｉｘｏｒ
　ＨＰ　１．６６出力トリガー噴霧器が挙げられる。ミスト防止成分は、分配した使用溶
液の平均粒子サイズを増加させて使用溶液の吸引を低減し、特に感作物又は刺激物の吸引
を低減することもある。
【００１４】
　一例では、濃縮吹付可能組成物は、ポリエチレンオキシド（ＰＥＯ）、ポリアクリルア
ミド、又はポリアクリレートを含む。他の例では、濃縮吹付可能組成物は、ポリエチレン
オキシド（ＰＥＯ）、ポリアクリルアミド、及びポリアクリレートの混合物を含む。更な
る例において、濃縮吹付可能組成物は、ポリエチレンオキシド（ＰＥＯ）、及びポリアク
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リルアミドの混合物を含む。ＰＥＯは高分子量のポリマーである。適切なＰＥＯは、約３
，０００，０００～約７，０００，０００の分子量を有することができる。商業的に入手
可能なＰＥＯの１つとしては、約４，０００，０００の分子量を有しておりＤｏｗから入
手可能なＰｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　３０１である。ＰＥＯの適切な濃度範囲は、濃縮吹付可
能溶液の約０．０１質量％～０．３質量％である。ＰＥＯの特に適切な濃度範囲は、濃縮
吹付可能溶液の約０．０１質量％～０．２質量％である。
【００１５】
　ミスト防止成分は、代替として又は更にポリアクリルアミドを含んでもよい。適切なポ
リアクリルアミドは、約８ミリオン（８，０００，０００）～約１６ミリオン（１６，０
００，０００）、より適切には約１１ミリオン（１１，０００，０００）～約１３ミリオ
ン（１３，０００，０００）の分子量を有することができる。商業的に入手可能なポリア
クリルアミドの１つとしては、Ｋｅｍｉｒａ　Ｗａｔｅｒ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ社から入
手可能なＳｕｐｅｒＦｌｏｃ（登録商標）Ｎ―３００である。ポリアクリルアミドの適切
な濃度範囲は、濃縮吹付可能溶液の質量に基づき約０．０１％～０．３％である。ポリア
クリルアミドの特に適切な濃度範囲は、濃縮吹付可能溶液の質量に基づき約０．０１％～
０．２％である。
【００１６】
　ポリアクリレートは高分子量のポリマーである。適切なポリアクリレートポリマーは、
約５００，０００～約３ミリオン（３，０００，０００）の分子量を有することができる
。より適切なポリアクリレートポリマーは、少なくとも約１ミリオン（１，０００，００
０）の分子量を有することができる。商業的に入手可能なポリアクリレートの１つは、Ａ
ｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ社から入手可能なＡｑｕａｔｒｅａｔ（登録商標）ＡＲ―７Ｈである
。濃縮組成物中の適切なポリアクリレート濃度は、約０．５質量％～約２０質量％である
。濃縮組成物中の特に適切なポリアクリレート濃度は、約１質量％～約１０質量％である
。
【００１７】
　濃縮吹付可能組成物は、任意に少なくとも１つの安定化成分を含んでもよい。ミスト化
を低減し、液滴サイズを増加させるミスト防止成分の効果は、経時的に弱まることがある
。安定化成分は、ミスト防止成分の分解を低減することがあり、濃縮吹付可能組成物の寿
命を改善することがある。適切な安定化成分としては、酸化防止剤、キレート剤、及び溶
媒を挙げることができる。酸化防止剤の例としては、限定されないが、Ｉｒｇａｎｏｘ（
登録商標）５０５７、液体芳香族アミン酸化防止剤、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１１３
５、液体ヒンダードフェノール系酸化防止剤、Ｔｉｎｏｇａｒｄ　ＮＯＡ、及びＩｒｇａ
ｆｏｓ　１６８が挙げられ、全てＢＡＳＦから入手可能である。更なる酸化防止剤の例と
しては、ビタミンＥアセテートが挙げられる。キレート剤の例としては、限定されないが
：ナトリウムグルコネート、ナトリウムグルコヘプトネート、Ｎ―ヒドロキシエチレンジ
アミン四酢酸（ＨＥＤＴＡ）、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（
ＮＴＡ）、ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）、エチレンジアミンテトラプロピオ
ン酸、トリエチレンテトラミン六酢酸（ＴＴＨＡ）、並びにこれらのそれぞれのアルカリ
金属塩、アンモニウム塩、及び置換アンモニウム塩、エチレンジアミン四酢酸四ナトリウ
ム塩（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸三ナトリウム塩（ＮＴＡ）、エタノールジグリシン二
ナトリウム塩（ＥＤＧ）、ジエタノールグリシンナトリウム塩（ＤＥＧ）、及び１，３―
プロピレンジアミン四酢酸（ＰＤＴＡ）、ジカルボキシメチルグルタミン酸四ナトリウム
塩（ＧＬＤＡ）、メチルグリシン―Ｎ，Ｎ―二酢酸三ナトリウム塩（ＭＧＤＡ）、並びに
イミノジコハク酸ナトリウム塩（ＩＤＳ）が挙げられる。商業的に入手可能な適切なキレ
ート剤としては、Ｄｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（登録商標）ＧＬ―４７―Ｓ、グルタミン酸二酢
酸四ナトリウム、及びＤｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（登録商標）ＧＬ―３８、グルタミン酸―Ｎ
，Ｎ―二酢酸四ナトリウム塩が挙げられ、両者ともＡｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ社から入手可能
である。溶媒の例としては、限定されないが、プロピレングリコール、及びグリセリンが
挙げられる。安定化成分の適切な濃度範囲としては、濃縮吹付可能組成物の約１００パー
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ツパーミリオン（ｐｐｍ）～約１００，０００ｐｐｍ、又は約０．０１質量％～１０質量
％が挙げられる。安定化成分の特に適切な濃度範囲は、濃縮吹付可能組成物の約１００パ
ーツパーミリオン（ｐｐｍ）～約７０，０００ｐｐｍ、又は約０．０１質量％～７質量％
が挙げられる。
【００１８】
　濃縮吹付可能組成物は、組成物の安定性を更に改善することがある安定化成分の組合せ
を含んでもよい。例えば、濃縮吹付可能組成物は、酸化防止剤、キレート剤、及び溶媒の
二つ以上の組合せを含んでもよい。一例としては、濃縮吹付可能組成物は、酸化防止剤及
びキレート剤を含んでもよい。更なる例において、濃縮吹付可能組成物は、Ｉｒｇａｎｏ
ｘ（登録商標）１１３５、及びＤｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（登録商標）ＧＬ―４７―Ｓを含ん
でもよい。Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１１３５及びＤｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（登録商標）
ＧＬ―４７―Ｓを組合せて使用したときの有効量は、それぞれ単独で使用したときの有効
量の半分であることが分かった。
【００１９】
　濃縮吹付可能組成物は非ニュートン流体である。ニュートン流体は緩和時間が短く、剪
断力と伸張粘度との間に線形関係がある（流体の伸張粘度は剪断粘度の３倍に等しい）。
剪断粘度は、層が互いの動きに抵抗する流体の能力の測定である。伸張粘度（ｅｘｔｅｎ
ｓｉｏｎａｌ　ｖｉｓｃｏｓｉｔｙ）としても知られる伸張粘度（ｅｌｏｎｇａｔｉｏｎ
ａｌ　ｖｉｓｃｏｓｉｔｙ）は、伸張応力の下で流体が弾性的に伸張する能力の測定であ
る。非ニュートン流体は、歪みの下で剪断力と伸張粘度との間に線形関係を有さず、弾性
エネルギーを蓄えることが可能であり、歪みの下で剪断粘度よりも伸張粘度を指数的に与
えて増粘する効果を生ずる（すなわち剪断増粘）。非ニュートン流体のこれらの特性は、
結果として、剪断の下にないときには低粘度であるが、しかしながらトリガー噴霧器から
の応力の下では増粘してより大きな液滴を形成する吹付可能組成物につながる。
【００２０】
　濃縮吹付可能組成物は歪みの下にないときに比較的低い剪断粘度を有する。剪断粘度は
、５０ｒｐｍ及び室温で、スピンドルＲｌを使用するＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＬＶＤＶ―
ＩＩ粘度計を用いて測定することができる。以下に更に述べるように、一例として、濃縮
吹付可能組成物の剪断粘度は水の剪断粘度と同等であることができる。濃縮吹付可能組成
物の適切な剪断粘度は、約４０センチポアズ以下である。より好ましい剪断粘度は、約３
０センチポアズ以下である。一例では、歪みの下にないとき、ミスト防止成分は濃縮吹付
可能組成物の剪断粘度を増加させず、他の成分、例えば界面活性剤によって剪断粘度が増
加する。本願の低剪断粘度の濃縮吹付可能組成物と比較すると、濃縮物へのキサンタンゴ
ムの添加は、濃縮物として使用するにはあまりに高粘度なニュートン流体を生ずる。本願
の濃縮吹付可能組成物は、ミスト防止成分、例えば濃縮溶液に必要なミスト防止成分の濃
度が高い場合でさえも、剪断粘度が低く水が少ない混合物を形成する。
【００２１】
　他の例では、流動可能な濃縮吹付可能組成物は、分配された使用溶液の平均粒子サイズ
が十分に大きくミスト化が低減される程度に、充分な量のミスト防止成分を含む。適切な
平均粒子サイズは、約１１マイクロメートル以上である。特に適切な平均粒子サイズは、
約５０マイクロメートル以上である。特に適切な平均粒子サイズは、約７０マイクロメー
トル以上、約１００マイクロメートル以上、約１５０マイクロメートル以上、又は約２０
０マイクロメートル以上である。適切な平均粒子サイズは、使用溶液の組成に、したがっ
て濃縮吹付可能組成物の組成に依存することがある。例えば、強酸性又は強アルカリ性の
使用溶液についての適切な平均粒子サイズは、約１００マイクロメートル以上、特に約１
５０マイクロメートル以上、及び特に約２００マイクロメートル以上であってよい。中程
度に酸性又はアルカリ性の使用溶液についての適切な平均粒子サイズは、約１１マイクロ
メートル以上、好ましくは約５０マイクロメートル以上、より好ましくは１５０マイクロ
メートル以上であってよい。強酸性の使用溶液のｐＨは約３以下であってよく、強アルカ
リ性の使用溶液のｐＨは約１１以上であってよく、中等度の酸性又はアルカリ性の使用溶



(6) JP 6208666 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

液のｐＨは約３～約１１であってよい。
【００２２】
　一例では、濃縮吹付可能組成物は、一般に、少なくとも１つの酸と、少なくとも１つの
界面活性剤と、少なくとも１つのミスト防止成分、例えばポリエチレンオキシド（ＰＥＯ
）又はポリアクリルアミド（ＰＡＡ）とを含む、吹付可能な非ニュートン濃縮酸性組成物
である。濃縮吹付可能組成物の各成分の適切な濃度範囲としては、約０．１質量％～３０
質量％の界面活性剤、約０．１質量％～７５質量％の少なくとも１つの酸、及び約０．０
１質量％～０．３質量％のＰＥＯ又はＰＡＡを含む。濃縮吹付可能組成物を水で希釈して
、即使用可能な溶液を形成することができる。
【００２３】
　他の例では、濃縮吹付可能組成物は、一般に、少なくとも１つの酸と、少なくとも１つ
の界面活性剤と、ポリアクリレートとを含む。濃縮吹付可能組成物の各成分の適切な濃度
範囲としては、約０．１質量％～３０質量％の界面活性剤、約７質量％～７５質量％の少
なくとも１つの酸、及び約０．５質量％～２０質量％のポリアクリレートを含む。濃縮吹
付可能組成物を水で希釈して、即使用可能な溶液を形成することができる。
【００２４】
　酸としては、例えば水溶液中で実質的に解離する強酸、例えば限定されないが、臭化水
素酸、ヨウ化水素酸、塩酸、過塩素酸、硫酸、トリクロロ酢酸、トリフルオロ酢酸、硝酸
、希スルホン酸、及びメタンスルホン酸が挙げられる。弱い有機酸又は無機酸を用いるこ
ともできる。弱酸とは、本発明の吹付可能組成物を形成するのに有用な濃度範囲で酸を周
囲温度で水中に溶解した場合に、酸のカチオン部分からのプロトンの第一の解離段階が本
質的に完全には進行しない酸である。そのような無機酸は弱電解質とも呼ばれる。弱い有
機酸及び無機酸の例としては、リン酸、スルファミン酸、酢酸、ヒドロキシ酢酸、クエン
酸、安息香酸、酒石酸、マレイン酸、リンゴ酸、フマル酸、乳酸、コハク酸、グルコン酸
、グルカル酸等が挙げられる。強酸と弱酸との混合物、又は弱い有機酸と弱い無機酸と強
酸との混合物を用いてもよい。
【００２５】
　酸は、濃縮吹付可能組成物が酸性のｐＨを有する程度に充分な量で存在することができ
る。一例では、濃縮吹付可能組成物のｐＨは４．５以下である。他の例では、濃縮吹付可
能組成物は約７質量％～７５質量％の酸を含む。更なる例において、濃縮吹付可能組成物
は約１０質量％～約６５質量％の酸を含む。更なる例において、濃縮吹付可能組成物は約
４０質量％～６０質量％の酸を含む。少なくとも１つのミスト防止成分を含む高酸性な濃
縮吹付可能組成物、特に約４０質量％～６０質量％の酸を含むものは、高温で長期間保存
した場合に不安定性であることが実証された。安定化成分は、濃縮吹付可能組成物の保存
期間を改善することがある。
【００２６】
　酸は、脂肪酸、例えば脂肪酸抗菌剤、又は脂肪酸の中和された塩を含むことができる。
適切な脂肪酸としては、中鎖脂肪酸、例えばＣ６～Ｃ１６アルキルカルボン酸、例えばヘ
キサン酸、酪酸、オクタン酸、ヘプタン酸、ノナン酸、デカン酸、ウンデカン酸、及びド
デカン酸が挙げられる。より適切な脂肪酸としては、Ｃ８～Ｃ１２アルキルカルボン酸、
更により適切にはＣ９～Ｃ１０アルキルカルボン酸、例えばデカン酸（カプリン酸）が挙
げられる。一例では、吹付可能組成物は少なくとも１つの脂肪酸を含んでおり、合計の酸
濃度は約７質量％～４５質量％である。更なる例において、脂肪酸は約１質量％～１０質
量％であり、合計の酸濃度は約７質量％～４５質量％である。
【００２７】
　濃縮吹付可能組成物は界面活性剤を含む。様々な界面活性剤、例えばアニオン性界面活
性剤、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、及び両性界面活性剤などを用いて
もよい。適切なアニオン性材料の例としては、大きい親油性部分と強アニオン性基とを有
する界面活性剤である。そのようなアニオン性界面活性剤は、中和したときに、アルカリ
金属、アンモニウム、アルカノールアミン、例えばナトリウム、アンモニウム、又はトリ
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エタノールアミンからなる群から好ましくは選択されるカチオンを有するスルホネート、
サルフェート、ホスホネート、又はカルボキシレートを生ずる、スルホン酸基、硫酸基又
はリン酸基、ホスホン酸基又はカルボン酸基からなる群から選択されるアニオン性基を典
型的に含む。有効なアニオン性スルホネート界面活性剤又はアニオン性スルフェート界面
活性剤の例としては、アルキルベンゼンスルホネート、ナトリウムキシレンスルホネート
、ナトリウムドデシルベンゼンスルホネート、ナトリウム直鎖トリデシルベンゼンスルホ
ネート、カリウムオクチルデシルベンゼンスルホネート、ナトリウムラウリルスルフェー
ト、ナトリウムパルミチルスルフェート、ナトリウムココアルキルスルフェート、ナトリ
ウムオレフィンスルホネートが挙げられる。
【００２８】
　非イオン性界面活性剤は水性媒体中に溶解したときに孤立電荷を有しない。非イオン性
界面活性剤の親水性は、水分子との水素結合によって提供される。そのような非イオン性
界面活性剤は、疎水性部分と組み合わせてポリオキシエチレン基の大きなセグメントを含
む分子、又はポリオキシプロピレンセグメントとポリオキシエチレンセグメントとを含む
化合物が典型的に挙げられる。ポリオキシエチレン界面活性剤は、一般に、脂肪族アルコ
ールと、アルキルフェノールと、脂肪酸との塩基触媒的エトキシル化によって製造される
。ポリオキシエチレンブロックコポリマーとしては、プロピレンオキシドの大きなセグメ
ントに結合したエチレンオキシドの大きなセグメントを有する分子が典型的に挙げられる
。これらの非イオン性界面活性剤は、この技術分野においてよく知られている。非イオン
性界面活性剤の更なる例としては、アルキルポリグリコシドが挙げられる。
【００２９】
　親油性部分、並びにアミノ基又は第四級窒素基などのカチオン性基は、分子に界面活性
特性を提供することもできる。カチオン性界面活性剤はその名のとおり、水性媒体中に溶
解したときに、親水性部分の窒素が正電荷を帯びる。可溶性界面活性剤分子は、低分子量
のアルキル基又はヒドロキシアルキル基を用いて、強化された溶解性又は他の界面活性特
性を有することができる。
【００３０】
　洗剤組成物は、洗浄力のある量のカチオン性界面活性剤又はカチオン性界面活性剤の混
合物を含むカチオン性界面活性剤成分を含むことができる。カチオン性界面活性剤を用い
て浄化特性を提供することができる。一例では、カチオン性界面活性剤は、酸性組成物又
は塩基性組成物のいずれにも用いることができる。
【００３１】
　洗剤組成物中に用いることができるカチオン性界面活性剤としては、限定されないが：
アミン、例えばＣ１８アルキル鎖若しくはアルケニル鎖を有する、第一級、第二級、及び
第三級モノアミン、エトキシル化アルキルアミン、エチレンジアミンのアルコキシレート
、イミダゾール、例えば１―（２―ヒドロキシエチル）―２―イミダゾリン、２―アルキ
ル―１―（２―ヒドロキシエチル）―２―イミダゾリン等；並びに第四級アンモニウム化
合物及び塩、例えば、アルキル第四級塩化アンモニウム界面活性剤、例えばｎ―アルキル
（Ｃ１２～Ｃ１８）ジメチルベンジルアンモニウムクロライド、ｎ―テトラデシルジメチ
ルベンジルアンモニウムクロライド一水和物、ナフチレン―置換第四級アンモニウムクロ
ライド、例えばジメチル―１―ナフチルメチルアンモニウムクロライドが挙げられる。
【００３２】
　両性界面活性剤を使用することもできる。両性界面活性剤は、構造中に酸性親水性部分
及び塩基性親水性部分の両方を含む。これらのイオン性基は、アニオン性界面活性剤又は
カチオン性界面活性剤に関する節に先ほど記載した、任意のアニオン性基又はカチオン性
基であってよい。簡潔には、アニオン性基はカルボキシレート、サルフェート、スルホネ
ート、ホスホネート等を含んでおり、カチオン性基はアミン窒素を有する化合物を典型的
に含む。多くの両性界面活性剤は、それらの親水性の傾向を強化するエーテルオキシド又
はヒドロキシル基を含む。本発明において好ましい両性界面活性剤としては、アニオン性
カルボキシレート基又はスルホネート基と組み合わせたカチオン性アミノ基を有する界面
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活性剤が挙げられる。有用な両性界面活性剤の例としては、スルホベタイン、Ｎ―ココ―
３，３―アミノプロピオン酸及びそのナトリウム塩、ｎ―牛脂―３―アミノジプロピオン
酸二ナトリウム塩、１，１―ビス（カルボキシメチル）―２―ウンデシル―２―イミダゾ
リニウム水酸化物二ナトリウム塩、ココアミノ酪酸、ココアミノプロピオン酸、ココアミ
ドカルボキシグリシネート、ココベタインが挙げられる。適切な両性界面活性剤としては
、ココアミドプロピルベタイン、及びココアミノエチルベタインが挙げられる。
【００３３】
　アミンオキシド、例えば第三級アミンオキシドを界面活性剤として用いてもよい。第三
級アミンオキシド界面活性剤は、アミンオキシド（Ｎ→Ｏ）に結合した３つのアルキル基
を典型的に含む。一般に、アルキル基は、１つのより高級Ｃ６～２４アルキル基と組み合
わせて２つのより低級（Ｃ１～４）アルキル基を有するか、又は１つのより低級アルキル
基と組み合わせて２つのより高級アルキル基を有することができる。更に、より低級アル
キル基は、親水性部分、例えばヒドロキシル基、アミン基、カルボキシル基等によって置
換されたアルキル基を含むことができる。適切なアミンオキシド材料としては、ジメチル
セチルアミンオキシド、ジメチルラウリンイルアミンオキシド、ジメチルミリスチルアミ
ンオキシド、ジメチルステアリルアミンオキシド、ジメチルココアミンオキシド、ジメチ
ルデシルアミンオキシド、及びこれらの混合物が挙げられる。アミンオキシド材料の分類
は溶液のｐＨに依存することがある。酸性側では、アミンオキシド材料はプロトン化して
、カチオン性界面活性の特徴を模することがある。中性ｐＨにおいては、アミンオキシド
材料は非イオン性界面活性剤であり、アルカリ性側ではそれらはアニオン性の特徴を示す
。
【００３４】
　濃縮吹付可能酸性組成物は水を含んでもよい。水の適切な濃度としては、約２５質量％
～９０質量％が挙げられる。水のより適切な濃度としては、約４５質量％～約７０質量％
、及び約２５質量％～約４５質量％が挙げられる。
【００３５】
　他の実施形態において、濃縮吹付可能組成物は、水と、第四級化合物と、ＰＥＯ、ＰＡ
Ａ、及びポリアクリレートの少なくとも１つとを一般に含んでおり、任意に安定化成分を
含むことがある濃縮吹付可能第四級組成物である。濃縮吹付可能第四級組成物のｐＨは約
４～約１２であることができる。適切な第四級化合物としては、第四級アンモニウム化合
物が挙げられる。濃縮吹付可能第四級組成物がＰＥＯ又はＰＡＡを含む場合、適切な濃度
は、約７５質量％～９５質量％の水と、約５質量％～３０質量％の第四級化合物と、約１
％未満の芳香剤又は染料の少なくとも１つと、約０．０１質量％～０．３質量％のＰＥＯ
又はＰＡＡの少なくとも１つと、任意に約０．０１質量％～１０質量％の間の安定化成分
とを含む。他の例では、濃縮吹付可能第四級組成物は約１０質量％～約２０質量％の第四
級化合物を含む。更なる例において、濃縮吹付可能第四級組成物は、約７５質量％～９５
質量％の水と、約５質量％～３０質量％の第四級化合物と、約１％未満の芳香剤又は染料
の少なくとも１つと、約０．０１質量％～０．３質量％のＰＥＯ又はＰＡＡの少なくとも
１つと、任意に約０．０１質量％～１０質量％の安定化成分とから本質的に成る。
【００３６】
　濃縮吹付可能第四級組成物がポリアクリレートを含む場合の適切な濃度は、約７５質量
％～９５質量％の水と、約５質量％～３０質量％の第四級化合物と、約１％未満の芳香剤
又は染料の少なくとも１つと、約０．５質量％～２０質量％のポリアクリレートと、任意
に約０．０１質量％～１０質量％の安定化成分とを含む。更なる例において、濃縮吹付可
能第四級組成物は、約７５質量％～９５質量％の水と、約５質量％～３０質量％の第四級
化合物と、約１％未満の芳香剤又は染料の少なくとも１つと、約０．５質量％～２０質量
％のポリアクリレートと、任意に約０．０１質量％～１０質量％の安定化成分とから本質
的に成る。
【００３７】
　更なる実施形態において、濃縮吹付可能組成物は、濃縮吹付可能消臭組成物である。一
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例では、濃縮吹付可能消臭組成物は、水と、少なくとも１つの非イオン性界面活性剤と、
少なくとも１つの陰イオン界面活性剤と、ＰＥＯ、ＰＡＡ、及びポリアクリレートの少な
くとも１つと、芳香剤又は染料の少なくとも１つとを含んでおり、任意に安定化成分及び
／又は殺菌剤を含んでもよい。ミスト防止成分がＰＥＯ又はＰＡＡである場合の適切な濃
度は、約５０質量％～９０質量％の水と、約１質量％～１５質量％の非イオン性界面活性
剤と、約１質量％～１０質量％の陰イオン界面活性剤と、約０．０１質量％～０．３質量
％のＰＥＯ及びＰＡＡの少なくとも１つと、約０．０５質量％～１５質量％の芳香剤又は
染料の少なくとも１つとを含んでもよく、任意に約０．０１質量％～１０質量％の少なく
とも１つの安定化成分を含んでもよい。
ミスト防止成分がポリアクリレートである場合の適切な濃度は、約５０質量％～９０質量
％の水と、約１質量％～１５質量％の非イオン性界面活性剤と、約１質量％～１０質量％
の陰イオン界面活性剤と、約０．５質量％～約２０質量％のポリアクリレートと、約０．
０５質量％～１５質量％の芳香剤又は染料の少なくとも１つとを含んでもよく、任意に約
０．０１質量％～１０質量％の少なくとも１つの安定化成分を含んでもよい。濃縮吹付可
能消臭組成物は、約０質量％～約０．１質量％の殺菌剤を含んでもよく、更に好ましくは
約０．０３質量％～約０．１質量％の殺菌剤を含んでもよい。更なる例において、吹付可
能組成物は上記に掲げた成分から本質的に成る。
【００３８】
　更なる実施形態において、吹付可能組成物は濃縮吹付可能窓ガラス洗剤組成物である。
濃縮吹付可能窓ガラス洗剤組成物は、水と、溶媒と、界面活性剤と、任意に芳香剤又は染
料の少なくとも１つと、ＰＥＯ、ＰＡＡ、及びポリアクリレートの少なくとも１つと、任
意に少なくとも１つの安定化成分を含んでもよい。濃縮吹付可能窓ガラス洗剤組成物のｐ
Ｈは約２～約１１．５であることができる。適切な溶媒としては、エタノール、及び１，
３―プロパンジオールが挙げられ、両者ともＶＯＣ溶媒である。「ＶＯＣ」とはさまざま
な政府機関による規則の対象である揮発性の有機化合物を指し、最も顕著な規則としては
カリフォルニア大気資源局によって定められたＧｅｎｅｒａｌ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｐｒ
ｏｄｕｃｔｓ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎである。２０℃において蒸気圧が０．１ｍｍＨｇ未
満である化合物は不揮発性である。
【００３９】
　一実施形態において、適切な組成物は、約６５質量％～９８質量％の水と、約０．０５
質量％～１５質量％の溶媒（例えばＶＯＣ溶媒又は非ＶＯＣ溶媒）と、約０．０１質量％
～約１０質量％の界面活性剤と、約０．０１質量％～約０．３質量％のＰＥＯ、ＰＡＡ、
又はこれらの組み合わせと、任意に約０．０１質量％～１０質量％の少なくとも１つの安
定化成分とを含む。代替として、適切な組成物は、約８５質量％～９５質量％の水と、約
０．５質量％～１０質量％の溶媒と、約０．０５質量％～約１０質量％の界面活性剤と、
約０．０１質量％～約０．３質量％のＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれらの組み合わせと、任意
に約０．０１質量％～１０質量％の少なくとも１つの安定化成分とを含んでもよい。濃縮
組成物の質量に基づいて約０％～約０．７％の量で芳香剤又は染料が存在してもよい。上
記に記載した適切な組成物の抗ミスト成分は、約０．０１質量％～１０質量％の少なくと
も１つの安定化成分を含んでもよい。
【００４０】
　代替の実施形態において、濃縮吹付可能窓ガラス洗剤組成物は、ＶＯＣ濃度が低く及び
／又は生物由来含有量の濃度が比較的高い。一例では、濃縮吹付可能窓ガラス洗剤組成物
は、水と、溶媒又はグリセリンの少なくとも１つと、少なくとも１つの界面活性剤と、任
意に芳香剤又は染料の少なくとも１つと、任意に少なくとも１つのキレート剤と、任意に
少なくとも１つの分散剤と、ＰＥＯ、ＰＡＡ、及びポリアクリレートの少なくとも１つと
、任意に少なくとも１つの安定化成分とを含む。
【００４１】
　適切な界面活性剤としては、アルキルポリグリコシドが挙げられる。適切なアルキルポ
リグリコシドとしては、限定されないが、アルキルポリグルコシド、及びアルキルポリペ
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ントシドが挙げられる。アルキルポリグリコシドは、湿潤特性及び洗浄特性を有する生物
由来の非イオン性界面活性剤である。商業的に入手可能なアルキルポリグリコシドは、複
数の炭素長を混合して含むことがある。適切なアルキルポリグリコシドとしては、例えば
鎖長Ｃ１２未満の短炭素鎖を有するアルキルポリグリコシドが挙げられる。一例では、適
切なアルキルポリグリコシドとしては、Ｃ８～Ｃ１０アルキルポリグリコシド、及びＣ８

～Ｃ１０アルキルポリグリコシドを主に含むアルキルポリグリコシドの混合物が挙げられ
る。商業的に入手可能な適切なアルキルポリグルコシドとしては、ＢＡＳＦ社から入手可
能な、Ｇｌｕｃｏｐｏｎ　２１５ＵＰが挙げられる。アルキルポリペントシドは、Ｗｈｅ
ａｔｏｌｅｏ社から商業的に入手可能である。商業的に入手可能な適切なポリペントシド
としては、約Ｃ８～Ｃ１０の鎖長を含んでおりＷｈｅａｔｏｌｅｏ社から入手可能なＲａ
ｄｉａ（登録商標）Ｅａｓｙｓｕｒｆ　６７８１が挙げられる。
【００４２】
　適切な溶媒としては、プロピレングリコール、及び適切な生物由来の代替１，３―プロ
パンジオールが挙げられる。代替として、低ＶＯＣの、高生物由来含有量洗剤が所望され
る場合、グリセリンを用いてもよい。グリセリンは貧溶媒である。しかしながら、グリセ
リンは、窓の表面にわたって布が「滑る（ｇｌｉｄｅ）」こと、及びストリーキングの低
減を助けることができることが分かっている。
【００４３】
　濃縮窓ガラス洗剤組成物は、任意に、シーティング剤、例えばエチレンオキシドと、プ
ロピレンオキシドとのブロックコポリマーを含むことができる。適切なシーティング剤と
しては、ＢＡＳＦ社から入手可能なＰｌｕｒｏｎｉｃ　Ｎ―３が挙げられる。状況によっ
て、エチレンオキシドとプロピレンオキシドとのブロックコポリマーを濃縮窓ガラス洗剤
組成物から除外することが望ましいことがある。
【００４４】
　濃縮吹付可能窓ガラス洗剤組成物に分散剤を加えて、水硬化材料及び他の水非硬化材料
、例えば限定されないが、完全に溶解した固体、例えばナトリウム塩の分散を助けてもよ
い。適切な分散剤としては、ナトリウムポリカルボキシレート、例えばナトリウムポリア
クリレート、及びアクリレート／スルホネートコポリマーが挙げられる。一例では、ナト
リウムポリカルボキシレート、又はアクリレート／スルホネートコポリマーは、約１００
，０００未満の分子量を有する。他の例では、ナトリウムポリカルボキシレート、又はア
クリレート／スルホネートコポリマーは、約５０，０００未満の分子量を有する。更なる
例において、ナトリウムポリカルボキシレート、又はアクリレート／スルホネートコポリ
マーは、約５，０００～約２５，０００の分子量を有する。商業的に入手可能な適切なポ
リマーとしては、Ｒｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓ社から入手可能なＡｃｕｓｏｌ　４６０Ｎ
、及びＡｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ社から入手可能なＡｑｕａｔｒｅａｔ　ＡＲ―５４６が挙げ
られる。
【００４５】
　適切なキレート剤としては、アミノカルボキシレート、例えば限定されないが、エチレ
ンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、及びメチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）の塩、及びジカ
ルボキシメチルグルタミン酸四ナトリウム塩（ＧＬＤＡ）が挙げられる。アミノカルボキ
シレートは酸の形態であってもよい。商業的に入手可能な適切なＭＧＤＡとしては、限定
されないが、ＢＡＳＦから入手可能なＴｒｉｌｏｎ（登録商標）Ｍが挙げられる。生物由
来のアミノカルボキシレート（例えばＧＬＤＡ）を使用してもよい。適切な生物由来のア
ミノカルボキシレートは、少なくとも４０％の生物由来含有量、少なくとも４５％の生物
由来含有量、より好ましくは少なくとも５０％の生物由来含有量を含んでもよい。例えば
、商業的に入手可能な適切なＧＬＤＡとしては、限定されないが、約５０％の生物由来含
有量を含むＤｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（登録商標）ＧＬ―４７―Ｓ及びＤｉｓｓｏｌｖｉｎｅ
（登録商標）ＧＬ―３８が挙げられ、両者はＡｋｚｏＮｏｂｅｌ社から入手可能である。
【００４６】
　低ＶＯＣを有する濃縮吹付可能窓ガラス洗剤組成物のための適切な濃度は、約２０質量
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％～９９．９質量％の水と、約０質量％～約５質量％の少なくとも１つの分散剤と、約０
質量％～約１０質量％のキレート剤と、約０．０５質量％～約３０質量％の溶媒又はグリ
セリンと、約０．０５質量％～約５０質量％の界面活性剤と、約０質量％～約０．７質量
％の芳香剤又は染料の少なくとも１つと、約０．０１質量％～約０．３質量％のＰＥＯ、
ＰＡＡ、又はこれらの組み合わせと、任意に約０．０１質量％～１０質量％の少なくとも
１つの安定化成分とを含む。より適切な濃度は、約６５質量％～９９．９質量％の水と、
約０．０１質量％～約５質量％の少なくとも１つの分散剤と、約０．０５質量％～約５質
量％のキレート剤と、約０．０５質量％～約８質量％の溶媒又はグリセリンと、約０．５
質量％～約２０質量％の界面活性剤と、約０質量％～約０．７質量％の芳香剤又は染料の
少なくとも１つと、約０．０１質量％～約０．３質量％のＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれらの
組み合わせと、任意に約０．０１質量％～１０質量％の少なくとも１つの安定化成分とを
含む。更に適切な濃度は、約８５質量％～９９．９質量％の水と、約０．０１質量％～約
５質量％の少なくとも１つの分散剤と、約０．０５質量％～約２質量％のキレート剤と、
約０．０５質量％～約２質量％の溶媒又はグリセリンと、約１質量％～約１０質量％の界
面活性剤と、約０質量％～約０．７質量％の芳香剤又は染料の少なくとも１つと、約０．
０１質量％～約０．３質量％のＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれらの組み合わせと、任意に約０
．０１質量％～１０質量％の少なくとも１つの安定化成分とを含む。濃縮吹付可能窓洗剤
は、任意に約０質量％～０．０５質量％のシーティング剤を更に含んでもよい。
【００４７】
　使用溶液の適切なＶＯＣ含有量としては、使用溶液の質量に基づき約３％未満のＶＯＣ
、使用溶液の質量に基づき約１％未満のＶＯＣ、又は使用溶液の質量に基づき約０％のＶ
ＯＣが挙げられる。低ＶＯＣ濃縮窓ガラス洗剤組成物は、比較的高い生物由来含有量を有
していてもよい。一例では、低ＶＯＣ濃縮窓ガラス洗剤組成物の生物由来含有量は少なく
とも４９％である。より適切には、低ＶＯＣ濃縮窓ガラス洗剤組成物の生物由来含有量は
、少なくとも７５％、少なくとも８０％、少なくとも８５％、少なくとも９０％、又は少
なくとも９５％である。適切な低ＶＯＣ窓ガラス洗剤組成物は、引用により本明細書中に
含まれる同日出願の標題「生物由来ガラス洗剤」の仮出願（Ａｔｔｏｒｎｅｙ　Ｄｏｃｋ
ｅｔ　Ｎｏ．　４０１３６７）に開示されている。
【００４８】
　上記成分の一部又は全部を、相当する生物由来成分に置換してもよいことがわかる。生
物由来成分は、全部又は大部分が生物生産物でできた成分である。生物由来成分又は誘導
体の量は、材料又は製品中の全有機炭素の質量（重量）の割合として表される材料又は製
品中の生物由来炭素の量であり、生物由来含有量として言及する。生物由来含有量は、標
題「Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　Ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ　
ｔｈｅ　Ｂｉｏｂａｓｅｄ　Ｃｏｎｔｅｎｔ　ｏｆ　Ｎａｔｕｒａｌ　Ｒａｎｇｅ　Ｍａ
ｔｅｒｉａｌｓ　Ｕｓｉｎｇ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ａｎｄ　Ｉｓｏｔｏｐｅ　Ｒａ
ｔｉｏ　Ｍａｓｓ　Ｓｐｅｃｔｏｍｅｔｒｙ　Ａｎａｌｙｓｉｓ」の、ＡＳＴＭ方法Ｄ６
８６６を使用して決定することができる。より具体的には、ＡＳＴＭ方法Ｄ６８６６は、
放射性炭素年代測定法を使用して、カーボン１４に対するカーボン１２の比率を比較する
ことにより、製品中に存在する新しい炭素の量を全有機炭素の割合として測定する。製品
の含水量は、炭素を含まないため、生物由来含有量の一部に含まれない。生物由来含有量
は、製品の生分解性とは別であることに留意されたい。製品の生分解性は、十分な時間内
及び特定の環境において、処理環境に存在する微生物が製品内で炭素成分を完全に消費す
る能力を測定する。一例では、濃縮洗剤組成物の生物由来含有量は、少なくとも４９％で
ある。より適切には、濃縮組成物の生物由来含有量は、少なくとも７５％、少なくとも８
０％、少なくとも８５％、少なくとも９０％、又は少なくとも９５％である。
【００４９】
《更なる機能材料》
　濃縮吹付可能組成物は、吹付可能組成物に所望の特性及び機能性を提供する他の機能性
材料を含んでもよい。本出願において、用語「機能性材料」は、使用溶液／濃縮溶液中に
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、例えば水溶液中に分散又は溶解したときに、特定の用途に有益な特性を提供する材料を
含む。機能性材料の例としては、限定されないが、水相溶性の溶媒、金属イオン封鎖剤、
金属保護剤、染料／香料、防腐剤、及び殺菌剤が挙げられる。
【００５０】
〈水相溶性の溶媒〉
　濃縮吹付可能組成物は、相溶性溶媒を含むことができる。適切な溶媒は、使用する割合
において本発明の吹付可能な水性組成物中に可溶性である。好ましい可溶性溶媒としては
、低級アルカノール、低級アルキルエーテル、及び低級アルキルグリコールエーテルが挙
げられる。これらの材料は、穏やかな良い香りを有する無色の液体であり、優れた溶媒及
び結合剤であり、典型的に、本発明の吹付可能な水性組成物と混合することができる。そ
のような有用な溶媒の例としては、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパ
ノール、及びブタノール、イソブタノール、エチレングリコール、ジエチレングリコール
、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、エチレン
―プロピレン混合グリコールエーテルが挙げられる。グリコールエーテルとしては、低級
アルキル（Ｃ１～８アルキル）エーテルが挙げられ、例えばプロピレングリコールメチル
エーテル、プロピレングリコールエチルエーテル、プロピレングリコールプロピルエーテ
ル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、ジプロピレングリコールエチルエーテル、
トリプロピレングリコールメチルエーテル、エチレングリコールメチルエーテル、エチレ
ングリコールエチルエーテル、エチレングリコールブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルメチルエーテル、ジエチレングリコールブチルエーテル、エチレングリコールジメチル
エーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル等が挙げられる。洗剤の溶媒の能力は
、モノアルカノールアミンを用いることによって増大させることができる。
【００５１】
《金属イオン封鎖剤》
　濃縮吹付可能組成物は、有機若しくは無機の金属イオン封鎖剤、又は金属イオン封鎖剤
の混合物を含むことができる。本明細書において、有機金属イオン封鎖剤、例えばクエン
酸、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、ＥＤＴＡのアルカリ金属塩、アルカリ金属グルコネート
、高分子電解質、例えばポリアクリル酸、ナトリウムグルコネート等を用いることができ
る。
【００５２】
　濃縮吹付可能組成物は、封鎖特性を有する有効量の水溶性有機ホスホン酸を含むことも
できる。好ましいホスホン酸としては、少なくとも２つのアニオン形成基を含んでおりそ
のうちの少なくとも１つがホスホン酸基である低分子量化合物が挙げられる。そのような
有用なホスホン酸としては、アルカリ性の条件でアニオン基、例えばカルボキシ基、ヒド
ロキシ基、チオ基等を形成することができる基を含むこともできるモノ―、ジ―、トリ―
、及びテトラ―ホスホン酸が挙げられる。中でも下式：Ｒ１Ｎ［ＣＨ２ＰＯ３Ｈ２］２、
又はＲ２Ｃ（ＰＯ３Ｈ２）２ＯＨを有するホスホン酸が挙げられ、式中Ｒ１は、－［（低
級）アルキレン］Ｎ［ＣＨ２ＰＯ３Ｈ２］２、又は第三－－ＣＨ２ＰＯ３Ｈ２部分であり
；式中Ｒ２は、Ｃ１～Ｃ６アルキルからなる基から選択される。
【００５３】
　ホスホン酸は、低分子量ホスホノポリカルボン酸、例えば約２～４のカルボン酸部分及
び約１～３のホスホン酸基を有するものを含んでもよい。そのような酸としては、１―ホ
スホノ―１―メチルコハク酸、ホスホノコハク酸、及び２―ホスホノブタン―１，２，４
―トリカルボン酸が挙げられる。
【００５４】
　他の有機ホスホン酸としては、Ｄｅｑｕｅｓｔ（登録商標）２０１０としてＴｈｅｒｍ
Ｐｈｏｓ社から入手可能な１―ヒドロキシエチリデン―１，１―ジホスホン酸（ＣＨ３Ｃ
（ＰＯ３Ｈ２）２ＯＨ）５８～６２％水溶液；Ｄｅｑｕｅｓｔ（登録商標）２０００とし
てＴｈｅｒｍＰｈｏｓ社から入手可能なアミノ［トリ（メチレンホスホン酸）］（Ｎ［Ｃ
Ｈ２ＰＯ３Ｈ２］３）５０％水溶液；Ｄｅｑｕｅｓｔ（登録商標）２０４１としてＴｈｅ
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ｒｍＰｈｏｓ社から入手可能なエチレンジアミン［テトラ（メチレン―ホスホン酸）］９
０％固形酸性製品；及び、Ｂａｙｈｉｂｉｔ　ＡＭとしてＬａｎｘｅｓｓ社から入手可能
な２―ホスホノブタン―１，２，４―トリカルボン酸の４５～５０％水溶液が挙げられる
。当然のことながら、上記ホスホン酸は、水溶性酸性塩、特にアルカリ金属塩、例えばナ
トリウム塩、又はカリウム塩；アンモニウム塩、又はアルキロールが２～３つの炭素原子
を有するアルキロールアミン塩、例えばモノ―、ジ―、又はトリ―エタノールアミン塩の
形態で用いることもできる。所望により、個々のホスホン酸又はその酸塩の混合物を用い
ることもできる。更に有用なホスホン酸は米国特許第４,０５１,０５８号に開示されてお
り、これらの開示は引用により本明細書中に含まれる。
【００５５】
　吹付可能組成物は、最終使用条件の下で洗浄溶液を調製することができる水溶性アクリ
ルポリマーを取り入れることもできる。そのようなポリマーとしては、ポリアクリル酸、
ポリメタクリル酸、アクリル酸―メタクリル酸コポリマー、加水分解ポリアクリルアミド
、加水分解ポリメタクリルアミド、加水分解アクリルアミドメタクリルアミドコポリマー
、加水分解ポリアクリロニトリル、加水分解ポリメタクリロニトリル、加水分解アクリロ
ニトリルメタクリロニトリルコポリマー、又はこれらの混合物が挙げられる。これらのポ
リマーの水溶性の塩又は部分的な塩、例えばそれぞれのアルカリ金属（例えばナトリウム
若しくはカリウム）、又はアンモニウム塩を用いることもできる。ポリマーの質量平均分
子量は約５００～約１５，０００であり、好ましくは７５０～１０，０００である。好ま
しいポリマーとしてはポリアクリル酸が挙げられ、ポリアクリル酸の部分的なナトリウム
塩又はポリアクリル酸ナトリウムは１，０００～６，０００の重量平均分子量を有する。
これらのポリマーは商業的に入手可能であり、これらの製造方法は本技術分野においてよ
く知られている。
【００５６】
　例えば、本発明の吹付可能溶液に有用な商業的に入手可能な水調整ポリアクリレート溶
液としては、ポリアクリル酸ナトリウム溶液、Ｃｏｌｌｏｉｄ（登録商標）２０７（Ｃｏ
ｌｌｏｉｄｓ社、Ｎｅｗｗａｒｋ、Ｎ．Ｊ．）；ポリアクリル酸溶液、Ａｑｕａｔｒｅａ
ｔ（登録商標）ＡＲ―６０２―Ａ（ＡｌｃｏＣｈｅｍｉｃａｌ社、Ｃｈａｔｔａｎｏｏｇ
ａ、Ｔｅｎｎ．）；Ｂ．Ｆ．Ｇｏｏｄｒｉｃｈ社からのＧｏｏｄｒｉｔｅ（登録商標）°
Ｋ―７００シリーズとして入手可能なポリアクリル酸溶液（５０～６５％固形分）、並び
にポリアクリル酸ナトリウム粉末（分子量２，１００～６，０００）及び溶液（４５％固
形分）；並びに、Ｒｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓ社からＡｃｒｙｓｏｌ（登録商標）シリー
ズとして入手可能なポリアクリル酸溶液（分子量１０００～４５００）のナトリウム塩又
は部分的なナトリウム塩が挙げられる。
【００５７】
　本発明の吹付可能組成物は、金属イオン封鎖剤、例えば、ホスフェート錯体金属イオン
封鎖剤、例えばナトリウムトリポリホスフェート、ナトリウムヘキサメタホスフェート等
、及びこれらの混合物などの材料を取り入れることもできる。ホスフェート、ナトリウム
縮合ホスフェート硬度封鎖剤成分は、硬水軟化剤、洗剤、及び洗剤ビルダーとして機能す
る。アルカリ金属（Ｍ）直鎖状及び環状縮合ホスフェートは、一般に、Ｍ２Ｏ：Ｐ２Ｏ５

のモル比が約１：１～２：１、及び２以上：１である。この種の典型的なポリホスフェー
トとしては、好ましいナトリウムトリポリホスフェート、ナトリウムヘキサメタホスフェ
ート、ナトリウムメタホスフェート、及び対応するこれらのホスフェートのカリウム塩、
並びにこれらの混合物である。ホスフェートの粒子サイズは重要ではなく、任意に、商業
的に入手可能な微細に分割された又は粒状の製品を使用することができる。
【００５８】
　ナトリウムトリポリホスフェートは、他の無機硬度封鎖剤である。ナトリウムトリポリ
ホスフェートが作用してカルシウム及び／又はマグネシウムカチオンを封鎖し、水軟化特
性を提供する。ナトリウムポリホスフェートは、硬質表面からの汚れの除去に寄与し、汚
れを懸濁液中に保持する。ナトリウムポリホスフェートは、他の水調整剤と比較して、一
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般的な表面材料にほとんど腐食性の作用を及ぼさず、低コストである。ナトリウムトリポ
リホスフェートは、水への溶解性が比較的低く（約１４質量％）、溶解以外の手段を使用
して濃度を増加させなければならない。そのようなホスフェートの典型例としては、アル
カリ縮合ホスフェート（すなわちポリホスフェート）、例えばナトリウム又はカリウムピ
ロホスフェート、ナトリウム又はカリウムトリポリホスフェート、ナトリウム又はカリウ
ムヘキサメタホスフェート等が挙げられる。
【００５９】
〈金属保護剤〉
　吹付可能組成物は、金属を腐食から保護することができる材料を含むことができる。例
えば、そのような金属保護剤としては、ナトリウムグルコネート、及びナトリウムグルコ
ヘプトネートが挙げられる。
【００６０】
〈染料／香料〉
　組成物は、様々な染料、臭気物質、例えば香料、及び他の美的強化剤を含んでもよい。
商業的に入手可能な適切な染料の例としては、限定されないが、Ｍａｃ　Ｄｙｅ―Ｃｈｅ
ｍ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社、アーメダバード、インドから入手可能な、Ｄｉｒｅｃｔ　
Ｂｌｕｅ　８６；Ｍｏｂａｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社、ピッツバーグ、ペンシルベニア州か
ら入手可能な、Ｆａｓｔｕｓｏｌ　Ｂｌｕｅ；Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ社、
ウェイン、ニュージャージー州から入手可能な、Ａｃｉｄ　Ｏｒａｎｇｅ　７；Ｓａｎｄ
ｏｚ社、プリンストン、ニュージャージー州から入手可能なＢａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　
１０、及びＳａｎｄｏｌａｎ　Ｂｌｕｅ／Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ　１８２；Ｃｈｅｍｏｓ社
、Ｒｅｇｅｎｓｔａｕｆ、ドイツから入手可能な、Ａｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　２３；Ｓｉ
ｇｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社、Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ、ＭＯから入手可能な、Ａｃｉｄ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ　１７；Ｋｅｙｓｔｏｎｅ　Ａｎｉｌｉｎｅ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社、シ
カゴ、イリノイ州から入手可能な、Ｓａｐ　Ｇｒｅｅｎ、及びＭｅｔａｎｉｌ　Ｙｅｌｌ
ｏｗ；Ｅｍｅｒａｌｄ　Ｈｉｌｌｔｏｎ　Ｄａｖｉｓ社、シンシナティ、オハイオ州から
入手可能な、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ　９；Ｃａｐｉｔｏｌ　Ｃｏｌｏｒ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ社、ニューアーク、ニュージャージー州から入手可能な、Ｈｉｓｏｌ　Ｆａｓｔ
　Ｒｅｄ、及びＦｌｕｏｒｅｓｃｅｉｎ；並びにＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ社、グリーンズボロ、ノースカロライナ州の、Ａ
ｃｉｄ　Ｇｒｅｅｎ　２５が挙げられる。
【００６１】
　適切な芳香剤又は香料の例としては、限定されないが、テルペノイド、例えばシトロネ
ロール、アルデヒド、例えばアミルシンナムアルデヒド、ジャスミン、例えばＣ１Ｓ―ジ
ャスミン、又はジャスマル（ｊａｓｍａｌ）、及びバニリンが挙げられる。
【００６２】
〈表面化学調整剤〉
　様々な表面化学調整剤を、濃縮吹付可能組成物に取り入れることができる。商業的に入
手可能な適切な表面化学調整剤の例としては、Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｃｌａｙ　Ｐｒｏｄｕ
ｃｔｓ社から入手可能なＬａｐｏｎｉｔｅ（登録商標）シリケートが挙げられる。表面化
学調整剤は、多種の有機化合物との相互作用を導く高い表面自由エネルギー及び広い表面
積を有していてもよい。一例では、適切な表面化学調整剤は、約２００ミリジュール／メ
ートル２の表面自由エネルギー、及び約７５０～８００ｍ２／グラムの表面積を有する。
使用溶液の表面化学調整剤の適切な濃度範囲は、約１０ｐｐｍ～約１００ｐｐｍである。
【００６３】
〈使用溶液〉
　濃縮吹付可能組成物を希釈水として知られる水で希釈して、使用溶液を形成することが
できる。一般に、濃縮物は、水で希釈して使用溶液を提供することを目的とする組成物を
指し、使用溶液は更なる希釈剤を用いることなく分散又は用いられる。
【００６４】



(15) JP 6208666 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

　得られる使用溶液は、比較的低い濃度のミスト防止成分を有する。１つの適切な使用溶
液において、ＰＥＯの濃度は約０．００２質量％～約０．００６質量％である。他の例で
は、ＰＥＯの濃度は約０．００３質量％～０．００５質量％である。更なる例において、
濃縮吹付可能溶液中のＰＥＯの濃度は、使用溶液中のＰＥＯ濃度よりも１０～２００倍高
くすることができる。
【００６５】
　他の適切な使用溶液において、ポリアクリルアミドの濃度は約０．００２質量％～０．
０１質量％である。特に適切な使用溶液において、ポリアクリルアミドの濃度は約０．０
０３質量％～約０．００７質量％である。
【００６６】
　更に適切な使用溶液において、ＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれらの組み合わせの濃度は、約
０．００２質量％～約０．００６質量％である。他の例では、ＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれ
らの組み合わせの濃度は、約０．００３質量％～０．００５質量％である。更なる例にお
いて、濃縮吹付可能溶液中のＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれらの組み合わせの濃度は、使用溶
液中のＰＥＯ濃度よりも１０～２００倍高くすることができる。
【００６７】
　前述のように、ミスト防止成分は、代替的にポリアクリレートであってもよい。１つの
適切な使用溶液において、ポリアクリレートの濃度は約０．１質量％より高い。他の例で
は、ポリアクリレートの濃度は約０．２質量％～約５．０質量％である。更なる例におい
て、ポリアクリレートの濃度は約０．３質量％～約３．０質量％である。
【００６８】
　得られる使用溶液の安定化成分の濃度は比較的低くてもよい。１つの適切な使用溶液に
おいて、安定化成分の濃度は約０．００３質量％～約１０質量％である。
【００６９】
　前述のように、濃縮吹付可能組成物は酸を含んでいてもよい。酸は、溶液がｐＨ４．５
以下を有する程度に十分な量で存在してもよい。一例では、使用溶液中の酸の適切な濃度
は、使用溶液の約０．１質量％～１０質量％である。使用溶液中に存在する酸の量は、酸
が強酸であるか又は弱酸であるかに依存することがある。弱酸と比較して同じｐＨを達成
するのに必要な強酸がより少量であるように、強酸はプロトンを失う傾向がより強いこと
がある。一例では、使用溶液は、合計で約０．１質量％～約１質量％の強酸を含む。
他の例では、使用溶液は、約１質量％～約１０質量％の弱酸を含む。
【００７０】
　使用溶液は、エアロゾル噴霧器、又は市販の一時的トリガー噴霧器（すなわち非低速ト
リガー）を用いて分配することができ、使用水溶液の制限された浮游、ミスト化、及び／
又は噴霧化につながる。市販の一時的トリガー噴霧器の例としては、限定されないが、Ｃ
ａｌｍａｒ　Ｍｉｘｏｒ　ＨＰ　１．６６出力トリガー噴霧器が挙げられる。浮游、ミス
ト化、及び噴霧化の低減は、低減したミスト化及び噴霧化を示す増大した液滴サイズを有
する適用した溶液の液滴サイズから決定することができる。液滴サイズの増大は、使用溶
液の吸引も低減する。好ましくは、平均液滴サイズは、約１０マイクロメートル以上、約
５０マイクロメートル以上、約７０マイクロメートル以上、約１００マイクロメートル以
上、約１５０マイクロメートル以上、好ましくは約２００マイクロメートル以上である。
液滴サイズを決定するいくつかの方法としては、限定されないが、適応できるハイスピー
ドカメラ、レーザー回折、及び位相ドップラー粒子分析がある。商業的に入手可能なレー
ザー回折装置としては、Ｍａｌｖｅｒｎ社から入手可能なＳｐｒａｙｔｅｃ、及びＳｙｍ
ｐａｔｅｃ社から入手可能なＨｅｌｏｓが挙げられる。
【００７１】
　ミスト防止成分を含む使用溶液を一時的トリガー噴霧器で分散させると、ミスト防止成
分を含まない同様の吹付可能溶液と比較して、得られる液滴サイズが増大する。ミスト防
止成分を含む適切な使用溶液を市販の噴霧器で吹き付けると、約０．５％未満の液滴が１
１マイクロメートル未満の液滴サイズを有し、特に約０．４％未満の液滴が１１マイクロ
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メートル未満の液滴サイズを有し、特に０．１％未満の液滴が１１マイクロメートル未満
の液滴サイズを有する結果となる。一例では、同じ一時的トリガー噴霧器で分散した場合
、調整していない即使用可能な溶液は１１マイクロメートル未満の液滴が１．３％であり
、０．００３質量％のポリエチレンオキシドで調整した同様の使用溶液は１１マイクロメ
ートル未満の液滴が０．６５％であった。
【００７２】
　使用溶液は、低速トリガー噴霧器、例えばＣａｌｍａｒ社から入手可能なものを使用し
て分配してもよい。典型的な一時的トリガー噴霧器は、放出通路の放出端部のノズル端部
に放出弁を含む。弾性部材、例えばバネは、放出弁を閉じた位置に設置されるよう保持す
る。放出弁内の流体圧が弾性部材の力よりも大きい場合、放出弁が開いて流体を分散させ
る。市販のトリガー噴霧器上の典型的な放出弁は、ユーザーがトリガー噴霧器の作動速度
を制御することができるスロットルバルブである。放出弁の作動速度は流速を決定し、速
度がより速いほどより小さな液滴につながる。低速トリガー噴霧器は、作業者のポンプス
トローク速度を制御して明確な粒子サイズを生ずる二段階圧力増強放出バルブアセンブリ
を含むことができる。一例では、二段階圧力増強放出弁は、ポンピング過程の開始及び終
了において放出弁が開き及び閉じるように、高い圧力閾値を有する第一の弁と、より低い
圧力閾値を有する第二の弁とを含むことができる。低速トリガー噴霧器の例としては、Ｃ
ａｌｍａｒ社から商業的に入手可能であり、本明細書中に完全に取り入れられるＤｏｂｂ
ｓらの米国特許第５,５２２,５４７号明細書、及びＳｗｅｅｔｏｎらの米国特許第７,７
７５,４０５号明細書に記載されている。低速トリガー噴霧器は、使用溶液のより少ない
浮游、ミスト化、及び噴霧化につながることがあり、分配される小さな液滴の量を低減す
ることがある。ミスト防止成分を含む吹付可能組成物は、低速トリガー噴霧器と相乗効果
的に働くことがあり、液滴サイズを、成分のみに基づいて予想されるよりもより大きく増
加させることがある。一例では、低速トリガー噴霧器を用いて吹き付けたミスト防止成分
を含む使用溶液では、１１マイクロメートル未満の液滴サイズを有する液滴が０％になっ
た。
【００７３】
　使用溶液は非ニュートン液体である。応力の下にないとき、使用溶液は水と同程度の粘
度を有する。例えば、一実施形態において、使用溶液は約４０センチポアズ未満の粘度を
有する。
【００７４】
　上記のように、ミスト防止成分は、分配した場合に使用溶液の液滴サイズを増加させる
ことがある。ミスト防止成分は、トリガー噴霧器から分配した場合に、使用溶液の平均飛
散距離を増加させることがある。平均飛散距離の増加は、ユーザーが目標の硬質表面から
更に離れることを可能にすることがあり、微粒子、特に硬質表面で跳ね返る微粒子を吸引
する可能性を低減することがある。
【００７５】
《実施形態》
　本発明は、ミスト防止成分、例えばポリエチレンオキシド、及びポリアクリルアミドを
含む水性の濃縮吹付可能組成物、及びその使用溶液に関する。本発明の濃縮吹付可能組成
物は、希釈水で希釈して使用溶液を形成することができ、噴霧器装置を使用して表面に適
用して、汚れを除去することができる。
【００７６】
　濃縮酸性洗剤、濃縮高酸性洗剤、濃縮中性第四級洗剤、濃縮消臭剤、及び濃縮窓ガラス
洗剤として提供するときの吹付可能組成物の成分に関する例示的な範囲を、それぞれ表１
～６に提供する。表１～６は、ミスト防止成分がＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれらの組み合わ
せであり、かつミスト防止成分がポリアクリレートである場合の例示的な範囲を提供する
。
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【表１】

【００７７】
　表１の濃縮酸性洗剤組成物を水で濃度約５％～１５％に希釈して、使用溶液を形成する
ことができる。例えば、表１の濃縮酸性洗剤の使用溶液は、濃度約０．００２質量％～約
０．００６質量％のＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれらの組み合わせを有することができる。使
用溶液の適切な酸濃度としては、使用溶液の質量に基づき約０．１％～約１０％が挙げら
れる。

【表２】

【００７８】
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　表２の濃縮高酸性洗剤組成物は、水で濃度約５％～１５％に希釈して、使用溶液を形成
することができる。例えば、表２の濃縮酸性洗剤の使用溶液は、濃度約０．００２質量％
～約０．００６質量％のＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれらの組み合わせを有することができる
。使用溶液の適切な酸濃度としては、使用溶液の質量に基づき約０．１％～約１０％が挙
げられる。
【表３】

【００７９】
　適切な非イオン性界面活性剤は、以式の１つによって示される分岐又は非分岐のエトキ
シル化アミンであることができる：

【化１】

　式中、Ｒは直鎖状又は分岐状のアルキル又はアルキルアリール置換基であることができ
る。Ｒは１～２４の炭素原子を有する置換基であることができ、それぞれのｎは１～２０
であることができる。Ｒはヤシ油から導くことができ、ｎは１～１４、好ましくは６～１
２であることができ、ＨＬＢは約１０～１４であることができ、ここで、ＨＬＢは界面活
性剤の親水性基及び疎水性基の実験的表現を表し、ＨＬＢ値が高いほど界面活性剤はより
水溶性である。１つの適切な分岐状エトキシル化アミンにおいて、ＥＯ基の合計（ｎ＋ｎ
）は、好ましくは６～１２、又は６～１０である。他の適切なエトキシル化アミンにおい
て、Ｒはエチレンオキシド、プロピレンオキシド、又はブチレンオキシドユニットでキャ
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１７９１―１４―８であることができる。
【００８０】
　非イオン性界面活性剤は、アルコールを含まない２４個未満の炭素原子を有する中鎖～
短鎖の炭素基であってもよい。エトキシル化アミンはココアミンでもよい。エトキシル化
ココアミンは、例えばＶａｒｏｎｉｃ（Ｅｖｏｎｉｋ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社）、及び
Ｔｏｘｉｍｕｌ（Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ社）などの商品名の下で商業的に入手可
能であり、Ｖａｒｏｎｉｃ　Ｋ－２１０、及びＴｏｘｉｍｕｌ　ＣＡ　７．５が挙げられ
る。
【００８１】
　表３の濃縮高酸性洗剤組成物は、水で希釈して、約１質量％～約１０質量％の脂肪酸抗
菌剤を含む酸濃度を有する使用溶液を形成することができる。他の例では、表３の濃縮酸
性洗剤の使用溶液は、濃度約０．００２質量％～約０．００６質量％のＰＥＯ、ＰＡＡ、
又はこれらの組み合わせを含むことができる。

【表４】

【００８２】
　表４の濃縮中性第四級洗剤組成物は、水で濃度約０．１％～０．５％に希釈して使用溶
液を形成することができる。一例では、表４の濃縮中性第四級洗剤組成物の使用溶液は、
濃度約０．００２質量％～約０．００６質量％のＰＥＯ、ＰＡＡ、又はこれらの組み合わ
せを含むことができる。濃縮中性第四級洗剤組成物の使用溶液は、ｐＨ約５～約１１を有
することができる。
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【００８３】
　表５の濃縮消臭剤組成物は、水で濃度約３～１０質量％に希釈して、使用溶液を形成す
ることができる。
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【表６】

【００８４】
　表６の濃縮窓ガラス洗剤組成物は、水で濃度約０．５質量％～１０質量％に希釈して使
用溶液を形成することができる。使用溶液は、ｐＨ約３～約１０を有することができる。
【００８５】
　上記表１～６に開示した濃縮組成物を更に濃縮して、輸送及び保存を要する水の量を更
に低減してもよい。一例では、表１～６の濃縮組成物を２～４倍に濃縮する。例えば、Ｐ
ＥＯ及び／又はＰＡＡは、組成物の質量に基づき約０．０２％～約１．２％の量で存在し
てもよく、ポリアクリレートは濃縮組成物の質量に基づき約０．５％～約３０％の量で存
在してもよい。安定化成分は、濃縮組成物の約２０質量％～約４０質量％の濃度で存在し
てもよい。
【実施例】
【００８６】
　説明のみを意図する以下の例において本発明を更に詳細に記載し、当業者にとって本発
明の範囲内での多数の変更及び変形が明らかとなる。特に明記しない限り、以下の例にお
いて報告する全ての割合、パーセンテージ、及び比率は、質量に基づくものであり、例に
使用した全ての試剤は以下に記載する化学品供給者から得られ、入手可能であり、又は従
来技術によって合成してもよい。
【００８７】
《使用した材料》
　ＡｃｕｓｏｌＴＭ　４６０Ｎ：Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社、ミッドランド、ミシガン
州から入手可能なナトリウムポリカルボキシレート（２５％有効量）。
【００８８】
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　ＨＶＣ社、シンシナティ、オハイオ州から入手可能な水酸化アンモニウム。
【００８９】
　Ａｑｕａｔｒｅａｔ（登録商標）ＡＲ―７―Ｈ：Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ社から入手可能
な分子量１．２ミリオン（１，２００，０００）のポリアクリレートポリマー（１０％～
３０％有効量）
【００９０】
　Ｄｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（登録商標）ＧＬ―３８：Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ社から入手可能
なグルタミン酸―Ｎ，Ｎ―二酢酸四ナトリウム塩。
【００９１】
　Ｄｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（登録商標）ＧＬ―４７―Ｓ：Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ社から入手
可能なグルタミン酸二酢酸四ナトリウム。
【００９２】
　Ｇｌｕｃｏｐｏｎ（登録商標）２１５ＵＰ：ＢＡＳＦ社、フローラムパーク、ニュージ
ャージー州から入手可能な、Ｃ８～Ｃ１０天然脂肪族アルコールに基づくアルキルポリグ
リコシドの水溶液。
【００９３】
　Ｇｌｕｃｏｐｏｎ（登録商標）４２５Ｎ：ＢＡＳＦ社、フローラムパーク、ニュージャ
ージー州から入手可能なアルキルポリグリコシド界面活性剤。
【００９４】
　Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１１３５：Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓ社から入手可能な液体ヒンダードフェノール酸化防止剤。
【００９５】
　Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）５０５７：Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓ社から入手可能な液体芳香族アミン酸化防止剤。
【００９６】
　ＫＦ　１９５５：Ｋｌａｂｉｎ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅｓ社、シーダーグローブ、ニュー
ジャージー州から入手可能な芳香剤。
【００９７】
　Ｌｉｑｕｉｔｉｎｔ（登録商標）ｐａｔｅｎｔ　ｂｌｕｅ：Ａｌｂｒｉｇｈｔ　＆　Ｗ
ｉｌｓｏｎ社、オーストラリアから入手可能な着色剤。
【００９８】
　Ｏａｓｉｓ（登録商標）１４６：Ｅｃｏｌａｂ社、セントポール、ミネソタ州から入手
可能な、使用希釈物で約０．０３６質量％の第四級アンモニウム化合物を含む中性第四級
洗剤。
【００９９】
　Ｏａｓｉｓ（登録商標）２８５：中性のｐＨを有し、Ｅｃｏｌａｂ社、セントポール、
ミネソタ州から入手できる消臭剤溶液。
【０１００】
　Ｏａｓｉｓ（登録商標）２９９：Ｅｃｏｌａｂ社、セントポール、ミネソタ州から入手
可能な酸性液体洗剤及び消毒剤。
【０１０１】
　Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）Ｎ―３：ＢＡＳＦ社、フローラムパーム、ニュージャー
ジー州から入手可能な、エチレンオキシド及びプロピレンオキシドに基づくブロックコポ
リマー。
【０１０２】
　ＰｏｌｙｏｘＴＭ　ＷＳＲ３０１：Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ、ミッドランド、ミシガ
ン州から入手可能な、分子量４，０００，０００の非イオン性ポリエチレンオキシド。
【０１０３】
　Ｔｉｎｏｇａｒｄ（登録商標）ＮＯＡ：ＢＡＳＦから入手可能な酸化防止剤。
【０１０４】
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　Ｔｒｉｌｏｎ（登録商標）Ｍ：ＢＡＳＦ社、フローラムパーク、ニュージャージー州か
ら入手可能な、メチルグリシン二酢酸三ナトリウム塩（Ｎａ３ＭＧＤＡ）の水溶液。
【０１０５】
　Ｚｅｍｅａ（登録商標）：ＤｕＰｏｎｔ　Ｔａｔｅ　＆　Ｌｙｌｅ　ＢｉｏＰｒｏｄｕ
ｃｔｓ社から入手可能なプロパンジオール。
【０１０６】
　窓洗剤Ａ濃縮物：表Ａに従って処方した。
【０１０７】
　Ｌｅｍｏｎ－Ｌｉｆｔ（登録商標）：Ｅｃｏｌａｂ社、セントポール、ミネソタ州から
入手可能な、即使用可能なアルカリ性漂白洗剤。
【表７】

　高酸性洗剤Ａ濃縮物：表Ｂに従って処方した。
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【表８】

【０１０８】
《例１－伸張粘度》
　装置、例えば引用により本明細書中に含まれるＲ．Ｗ．　Ｄｅｘｔｅｒ、Ａｔｏｍｉｚ
ａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｓｐｒａｙｓ、第６巻、１６７～１９７頁、１９９６年に記載され
ているものを用いて、伸張粘度（ｅｌｏｎｇａｔｉｏｎａｌ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ）を
測定した。例１の伸張粘度を測定するために用いた装置は、測定量の液体を含む５０ｍＬ
ビュレットの底に、重ね合わせてきつく充填した５枚の１００メッシュスクリーンを有す
るものであった。メッシュスクリーンは、ビュレットの底に設置したアダプタ及び管に収
められていた。ビュレットは、長さ７４ｃｍ、直径１．５ｃｍであった。アダプタ及び管
は長さ１０．５ｃｍであり、メッシュスクリーン（すなわちアダプタ及び管を通って流れ
ることが可能な領域）は直径１．２ｃｍであった。液体を、多くの微細な開口部によって
形成された蛇行経路へと強制的に通過させた。５０ｍＬの液体が装置の中を流れるのにか
かった時間を測定したところ、剪断粘度と相関した。充填されたメッシュ床を通って流れ
るのにかかった時間が長いほど、より抵抗が大きく、したがって伸張粘度がより高い。
【０１０９】
　Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　３０１、又はキサンタンゴムを含む水性の溶液を表６に従って
調製し、５０グラムの水溶液が装置の中を流れるのに要する時間を測定した。
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【表９】

【０１１０】
　表６に示すように、Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　３０１を含むサンプルは、装置を通って流
れるのにより長くかかり、水と同程度の剪断粘度を有していた。比較的に、キサンタンゴ
ムを含むサンプル６の剪断粘度は水の剪断粘度より大きかった。装置を通って流れる時間
の増加は、伸張粘度の増大を示している。
【０１１１】
　Ｐｏｌｙｏｘをそれぞれ含むサンプル２～５は、水と同程度の粘度を有し、水より大き
い伸張粘度を有していた。伸張粘度の増大は、液滴サイズの増大及びミスト化の低減につ
ながることがある。比較的に、キサンタンゴムは、著しく増大した剪断粘度及び伸張粘度
を有する組成物を生じた。キサンタンゴムは剪断粘度及び伸張粘度の増大につながるので
、キサンタンゴムは、使用するには粘度が高すぎる濃縮組成物につながることがある。
【０１１２】
《例２－安定性試験》
　様々な濃縮吹付可能水溶液を試験して、それらの温度安定性を決定した。濃縮吹付可能
溶液を、室温（２５℃～２０℃）、１２０°Ｆ（４９℃）、４℃で試験した。９６時間後
、２４０時間後、３３６時間後、及び４週後に観察した。濃縮吹付可能溶液を、溶液を凍
結させ室温で融解させる凍結融解サイクルに暴露した。溶液を凍結融解サイクルに合計４
サイクル暴露し、それぞれのサイクルの後に観察を行った。
【０１１３】
〈サンプル７〉
　サンプル７では、ポリエチレンオキシドをＯａｓｉｓ２９９濃縮物に加えた。溶液の成
分濃度を下表７に示す。
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【表１０】

【０１１４】
　１２０°Ｆ（４９℃）、４℃、及び室温で保存したサンプル７について、９６時間後、
２４０時間後、３３６時間後、及び４週後に、伸張粘度における視覚的に顕著な変化、又
は他の視覚的に観察可能な特性はなかった。３回の凍結／融解サイクルの後、サンプル７
は、溶液の相転移の後に消えるゴーストテールを含んでいた。サンプル７の４回目の凍結
／融解サイクルの後に同様のゴーストテールが観察され、これらのゴーストテールは溶液
を２回回転させると消えた。ゴーストテールは、温度の低下によって成分の１つの溶解性
が減少することによって生じることがある。機械的な乱れ（例えば混合）の後、又は溶液
を室温に戻すことによって微粒子は消えた。
【０１１５】
〈サンプル８〉
　サンプル８では、ポリエチレンオキシドを表Ａの窓洗剤Ａ濃縮物に加えた。サンプル８
の成分濃度を下表８に示す。
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【表１１】

【０１１６】
　サンプル８について、１２０°Ｆ（４９℃）、４℃、及び室温で、９６時間後、２４０
時間後、３３６時間後、及び４週後に、伸張粘度における顕著な変化、又は他の視覚的に
観察可能な特性は、視覚的に観察されなかった。サンプル８の１回及び２回の凍結／融解
サイクルの後、顕著な変化は観察されなかった。サンプル８の３回の凍結／融解サイクル
の後、ゴーストテールが存在したが、溶液の相転移の後に消えた。サンプル８の４回目の
凍結／融解サイクルの後に同様のゴーストテールが観察され、これらのゴーストテールは
溶液を２回回転させると消えた。
【０１１７】
〈サンプル９〉
　サンプル９では、ポリエチレンオキシドを、Ｌｅｍｏｎ―Ｌｉｆｔの即使用可能な溶液
へと０．００１質量％～０．０５質量％で添加した。ポリエチレンオキシドは急速に分解
されたように見え、サンプル１０は安定性試験に合格しなかった。
【０１１８】
《例３－吹付試験》
〈比較サンプルＡ及びＢ〉
　濃縮サンプル７及び８から即使用可能な溶液を形成した。Ｃａｌｍａｒ社から入手可能
なトリガー噴霧器を用いて即使用可能な溶液を吹き付けて、それぞれのサンプルによって
生じたミスト又はエアロゾルを記録した。特定の温度で４週間保存又は４回の凍結／融解
サイクルの後、濃縮サンプル７及び８を室温に戻し、水で希釈して、即使用可能な（ＲＴ
Ｕ）溶液を形成した。Ｃａｌｍａｒ　Ｍｉｘ　ＨＰ　１．６６出力トリガー噴霧器を用い
て、それぞれの試料を硬質表面上に吹き付けた。Ｃａｌｍａｒ　Ｍｉｘｏｒ　ＨＰは低速
噴霧器ではない。ＲＴＵサンプル７及び８の吹付試験の結果を、それぞれ、比較サンプル
Ａ及びＢと視覚的に比較した。サンプル７の処方物を、水で希釈率５～１５％で希釈する
ことによって、ＲＴＵサンプル７を形成した。比較サンプルＡは、Ｏａｓｉｓ２９９液体
濃縮物を水で希釈比率５～１５％で希釈することによって調製した、Ｏａｓｉｓ２９９の
即使用可能な溶液であった。サンプル８を水で希釈することによって、濃度０．５～１０
質量％を含む溶液を形成することによって、ＲＴＵサンプル８を形成した。比較サンプル
Ｂは、窓洗剤Ａ濃縮物を水で希釈して濃度０．５質量％～１０質量％の窓洗剤Ａを含む溶
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を下表９に示す。
【表１２】

【０１１９】
　ポリエチレンオキシド（Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　３０１）の添加は、Ｏａｓｉｓ２９９
及び窓洗剤Ａのミスト化を低減した。４℃、室温で保存したサンプル、及び凍結／融解サ
イクルを受けたサンプルに低減が認められた。１２０°Ｆ（４９℃）で保存したサンプル
においても改善を示した。
【０１２０】
〈サンプル１０～３７、及び比較サンプルＣ、Ｄ、及びＥ〉
　安定化成分による濃縮溶液の保存寿命の延長を調査した。表１０に従って安定化成分を
Ｏａｓｉｓ２９９濃縮物に加え、溶液を１２０°Ｆ（４９℃）で４週間保存した。全ての
溶液は、Ｏａｓｉｓ２９９濃縮物、０．０４２質量％のＰｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ３０１、及
び所定の安定化成分を含むものであった。
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【表１３】

【０１２１】
　４週後に濃縮溶液をオーブンから取出して室温に戻した。濃縮溶液を水で希釈して、濃
度５～１５％の即使用可能な溶液を形成した。即使用可能な溶液を市販のトリガー噴霧器
で吹き付けて、各々のミスト化又はエアロゾルを記録した。サンプル１０～３７の吹付試
験の結果を、比較サンプルＣ、Ｄ、及びＥの結果と視覚的に比較した。比較サンプルＣは
、０．０４２質量％のＰｏｌｙｏｘを含んでおり室温で４週間保存したＯａｓｉｓ２９９
濃縮物であった。比較サンプルＤは、０．０４２質量％のＰｏｌｙｏｘを含んでおり４週
間１２０°Ｆ（４９℃）で保存したＯａｓｉｓ２９９濃縮物であった。比較サンプルＥは
、０．０４２質量％のＰｏｌｙｏｘを含んでおり室温で４週間暗所に保存したＯａｓｉｓ
２９９濃縮物であった。
【０１２２】
　サンプル１０～１３、及びサンプル２２～２５は、比較サンプルＤよりも低減されたミ
スト化を示した。これは、Ｉｒｇａｎｏｘ　５０５７及びＧＬ―３８が、ミスト防止ポリ
マーの安定性を高めたことを示唆している。その他のサンプルはいずれも、比較サンプル
Ｄと比較してミスト化を著しく低減しなかった。
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【０１２３】
〈サンプル３８～５７〉
　ミスト防止成分としてのポリアクリルアミドを調査し、また、添加物を加えて保存期間
の改善を調査した。サンプル３８～５７は、Ｏａｓｉｓ２９９濃縮物、０．０７３６質量
％のＳｕｐｅｒＦｌｏｃ　Ｎ―３００、及び表１１に従う添加物を含むものであった。
【表１４】

【０１２４】
　１２０°Ｆ（４９℃）で４週間保存した後、濃縮溶液をオーブンから取出して室温に戻
した。濃縮溶液を水で希釈して、濃度０．００７質量％のＳｕｐｅｒＦｌｏｃ　Ｎ―３０
０を含む、５～１５％のＲＴＵ溶液を形成した。サンプル３８～５７のＲＴＵ溶液を市販
の噴霧器を用いて吹き付けて、それぞれのミスト化及びエアロゾルに関して目視観察を行
った。これらの視覚観察の結果を、比較サンプルＣ、Ｄ、及びＥのＲＴＵ溶液の結果と比
較した。
【０１２５】
　サンプル３８～４０、及びサンプル４７～４９は、比較サンプルＤよりも低減されたミ
スト化を示した。これは、Ｉｒｇａｎｏｘ　５０５７及びＧＬ―４７が、ミスト防止ポリ
マーの安定性を高めたことを示唆している。その他のサンプルはいずれも、比較サンプル
Ｄと比較してミスト化を著しく低減しなかった。
《例４－液滴サイズ》
〈サンプル５８～６５〉
【０１２６】
　ポリエチレンオキシドによって調整した洗剤の液滴サイズ分布を、調整していない（す
なわちポリエチレンオキシドを含まない）洗剤と比較した。液滴サイズ分布は、Ｓｙｍｐ
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ａｔｅｃ社、Ｃｌａｕｓｔｈａｌ―Ｚｅｌｌｅｒｆｅｌｄ、ドイツから入手可能なＨＥＬ
ＯＳ装置を用いて決定した。ＨＥＬＯＳは、レーザー回折によって液滴サイズを決定する
。Ｃａｌｍａｒ社から入手可能な市販のトリガー噴霧器及び低速噴霧器用いて分配した即
使用可能な溶液について、液滴サイズ分布を決定した。
【０１２７】
　Ｓｙｍｐａｔｅｃ　Ｈｅｌｏｓ粒子サイズアナライザーを使用して粒子サイズを分析す
るために、粒子サイズアナライザー上のスイッチを＃２の位置に向けた。スイッチが最初
に＃０の位置にある場合、試験開始前に装置を３０分間安定化させた。スイッチが最初に
＃１の位置にある場合、安定化時間は必要なく、直ちに試験を始めることができた。Ｓｙ
ｍｐａｔｅｃ　Ｈｅｌｏｓ粒子サイズアナライザーは、粒子サイズアナライザーからのデ
ータを処理するよう設計されたソフトウェアを実行するコンピュータと通信していた。
【０１２８】
　Ｓｙｍｐａｔｅｃ　Ｈｅｌｏｓ粒子サイズアナライザーは、使用するレンズに依存して
特定の範囲内の滴サイズのみ測定することができる。所望のレンズを粒子サイズアナライ
ザーに設置し、参照用測定を行って粒子サイズアナライザーを調整した。
【０１２９】
　試験体を備えた噴霧器を準備した。噴霧器の開口部がレンズから８インチ（２０．３ｃ
ｍ）となり、かつスプレーの中心がレーザーを通過するように、噴霧器を設置した。試験
操作では、自動作動装置を使用して噴霧器を毎分９０ストロークで３回作動させた。コン
ピュータソフトウェアで粒子サイズ分布を算出した。
【０１３０】
　サンプル５８～６５は、それぞれの濃縮塩基性洗剤組成物を水で希釈して、表１２に示
す質量パーセントを含む溶液を形成することによって形成した、即使用可能な溶液であっ
た。調整した濃縮塩基性洗剤組成物は、希釈したときにそれぞれの即使用可能な溶液が０
．００３質量％のポリエチレンオキシドを含む程度に十分な量のポリエチレンオキシドを
添加することによって形成したものであった。
【表１５】

【０１３１】
　図１は、Ｃａｌｍａｒ　Ｍｉｘｏｒ　ＨＰ　１．６６ｃｃ出力噴霧器（すなわち非低速
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未満の液滴の割合を説明する。図１に示すように、０．００３質量％のポリエチレンオキ
シドの添加は、Ｏａｓｉｓ　２８５、Ｏａｓｉｓ　１４６、Ｏａｓｉｓ　２９９、及び窓
洗剤Ａ（Ｗ．Ｃ）の１１マイクロメートル未満の液滴の割合を低減させた。このサイズの
粒子は、喉及び肺の中へと吸引されにくいと考えられるので、１１マイクロメートル以上
の粒子の割合は興味深い。平均して、０．００３質量％のポリエチレンオキシドの添加は
、Ｏａｓｉｓ　２８５、Ｏａｓｉｓ　１４６、Ｏａｓｉｓ　２９９、及び窓洗剤Ａにおけ
る１１マイクロメートル未満の液滴の割合を著しく５３％低減させた。
【０１３２】
　図２は、Ｃａｌｍａｒ　Ｍｉｘｏｒ　ＨＰ　１．６６ｃｃ出力噴霧器（すなわち非低速
噴霧器）を用いて適用した場合の、それぞれの市販の溶液及び調整した溶液についての平
均液滴サイズを説明する。０．００３質量％のポリエチレンオキシドの添加は、Ｏａｓｉ
ｓ　２８５、Ｏａｓｉｓ　１４６、Ｏａｓｉｓ　２９９、及び窓洗剤Ａ（Ｗ．Ｃ．）の平
均液滴サイズを平均２８％増加させた。
【０１３３】
　図３は、Ｃａｌｍａｒ社から入手可能な低速トリガー噴霧器を用いて適用した場合の、
それぞれの市販の溶液及び調整した溶液についての平均液滴サイズを説明する。０．００
３質量％のポリエチレンオキシドの添加は、試験した全ての製品について液滴サイズを平
均１５７．８％増加させた。
【０１３４】
《例５－安定性試験》
〈サンプル６６～８８、並びに比較サンプルＦ、Ｇ、及びＨ〉
　この実験は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｖｉｓｃｏｍｅｔｅｒを使用して、高分子量ＰＥ
Ｏの分解速度効果を、剪断粘度の低下によって経時的に観察することを目的とした。
表１３に特定した安定性添加物を、上記表Ｂの高酸性洗剤Ａ濃縮物に添加することによっ
てサンプル６６～８８を形成した。得られる処方物が０．２質量％のＰｏｌｙｏｘ　ＷＳ
Ｒ　３０１を含むように、更なるＰｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　３０１もまた添加した。得られ
る処方物が水よりも大きい粘度を有するように、Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　３０１の濃度を
選択した。単に分解速度を観測することができるように高濃度のＰｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　
３０１を選択すると、望ましくない高粘度の溶液が生じた。
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【表１６】

【０１３５】
　Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ社から入手可能なＤＶ―ＩＩ＋粘度計を用いて、濃縮溶液の粘度
を、保存する前、並びに１２０°Ｆ（４９℃）及び室温で５日、１０日、１８日、２４日
、及び３２日間保存した後に測定した。粘度を測定するために、サンプルを室温（約７２
°Ｆ（２２℃））で安定化させ、スピンドルＲＶ―２を２ＲＰＭで使用し、かつサンプル
間隔時間を５分に設定したＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｖｉｓｃｏｍｅｔｅｒを用いて試験し
た。それぞれのサンプルについて、最初の粘度に対する保存後の粘度の比率を（（保存後
の粘度／最初の粘度）×１００％）で算出し、表１４に示す。
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【表１７】

【０１３６】
　結果を比較サンプルＦ、Ｇ、及びＨと比較した。比較サンプルＦは０．２質量％のＰｏ
ｌｙｏｘを含んでおり室温で４週間保存した高酸性洗剤Ａであった。比較サンプルＧは、
０．２質量％のＰｏｌｙｏｘを含んでおり１２０°Ｆ（４９℃）で４週間保存した高酸性
洗剤Ａであった。比較サンプルＨは、０．２質量％のＰｏｌｙｏｘを含んでおり室温で４
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週間暗所に保存した高酸性洗剤Ａであった。３２日間保存した後、サンプル７０及び７４
、並びに比較サンプルＦ及びＨは、５０％より高い粘度比率を有していた。粘度の減少（
すなわち低い粘度比率）は、Ｐｏｌｙｏｘの分解を示している可能性がある。
【０１３７】
〈サンプル８９～９４、及び比較サンプルＩ〉
　酸化防止剤とキレート剤との組合せを含む組成物に関するポリマー分解速度もまた調査
した。濃縮サンプルは、高酸性酸性洗剤Ａ濃縮物中に、０．０４４質量％のＰｏｌｙｏｘ
　ＷＳＲ　３０１、及び下記に特定する添加物を含むものであった。
【表１８】

【０１３８】
　Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　３０１及び安定化添加物と、高酸性酸性洗剤ＡのＧｌｕｃｏｐ
ｏｎとを約１０分間混合することによって濃縮サンプルを形成した。Ｐｏｌｙｏｘ、安定
性添加物、Ｇｌｕｃｏｐｏｎの混合物と、高酸性酸性洗剤Ａの残りの成分とを１０分混合
した。サンプルを室温で終夜静置して、１２０°Ｆ（４９℃）で保存した。保存期間の後
、サンプルをオーブンから取り出して室温に戻した。試料の一部を水で希釈することによ
って、０．００４質量％のＰｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　３０１を含む使用溶液を作製した。使
用溶液を市販のトリガー噴霧器で吹き付けて、スプレーパターンを性質的に観察した。空
気中に観察されたミスト化又はエアロゾルと、基材表面に接触した洗剤の割合とに基づい
て、観察されるミスト化が少なく、基材に接触している洗剤の量がより多いスプレーパタ
ーンをより良好なものとして、スプレーパターンを等級付けした。
【０１３９】
　１２０°Ｆ（４９℃）で５日間保存した後、サンプル８９～９４は比較サンプルＩより
も良好なスプレーパターンを有しており、サンプル９２及び９３は最良のスプレーパター
ンを有していた。同様に、１２０°Ｆ（４９℃）で１４日間保存した後、サンプル８９～
９４は比較サンプルＩよりも良好なスプレーパターンを有し、サンプル９２及び９３は最
も好ましいスプレーパターンを生じた。
【０１４０】
《例５－ポリアクリレート試験》
〈サンプル９５～９８〉
　この実験は、ミスト防止成分としてのポリアクリレートの効果を評価することを目的と
した。表１６に従ってＡｑｕａｔｒｅａｔ　ＡＲ―７―Ｈを水に添加して使用溶液を形成
し、市販のトリガー噴霧器を使用して吹き付けた。
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【表１９】

【０１４１】
　全ての使用溶液は、（目視観察に基づいて）水の粘度と同程度の粘度を有しており、約
１分以内で均質化して無色透明の溶液を形成した。サンプル９５について、低減されたミ
スト化が視覚的に観察された。
【０１４２】
〈サンプル９９〉
　サンプル９９は、２５グラムのＡｑｕａｔｒｅａｔ　ＡＲ―７―Ｈと、７５グラムの水
とを混合して、有効量４％のポリアクリレート濃縮物を形成することによって形成した濃
縮組成物であった。サンプル９９は、（目視観察に基づいて）水と同程度の粘度を有して
おり、無色透明の溶液であった。
【０１４３】
《例６―距離試験》
〈サンプル１００～１０２、及び比較サンプルＪ〉
　アンモニアに暴露すると青くなるＤｉｅｔｚｇｅｎ社のジアゾ紙を使用して、市販のト
リガー噴霧器を用いて分配した場合の、Ｐｏｌｙｏｘが使用溶液の平均飛散距離に及ぼす
効果を調査する試験を行った。
【０１４４】
　まず、水及びＰｏｌｙｏｘの濃度を下表１７に従って形成した。２．５質量％の水酸化
アンモニウムもまたそれぞれのサンプルに加えた。溶液を市販のトリガー噴霧器に入れた
。
【０１４５】
　次に、ジアゾ紙を水平面に沿って置き、サンプルを分配したときに水平方向の飛散距離
が紙の長さに平行となるように、市販のトリガー噴霧器を紙の一端に置いた。トリガー噴
霧器を絞って溶液を分配した。サンプルはアンモニアを含んでいたため、紙がサンプルと
接触すると青くなり、それぞれの液滴の水平方向の飛散距離を見ることができた。より遠
い水平方向の飛散距離を有する液滴を決定し、測定した。試験は更に２回繰り返し、それ
ぞれの試験で最も遠い水平方向の飛散距離を平均した。結果を表１７に示す。



(37) JP 6208666 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

【表２０】

【０１４６】
　表１７に示すように、Ｐｏｌｙｏｘを含まない比較サンプルＪと比較して、Ｐｏｌｙｏ
ｘはサンプルの飛散距離を増大させた。
【０１４７】
　上述した例示的な実施形態に対して、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で、様々な変更
及び付加をすることができる。例えば、上記に開示した実施形態は特定の特徴について言
及しており、本発明の範囲には、異なる特徴の組合せを有する実施形態、及び上記した特
徴の全てを含まない実施形態もまた含まれる。
　本発明の実施態様の一部を以下の項目１－５０に列記する。
[１]
　非ニュートン水性濃縮組成物であって、
少なくとも１つの酸と；
少なくとも１つの界面活性剤と；
ポリエチレンオキシド、ポリアクリルアミド、及びポリアクリレートからなる群から選択
される少なくとも１つのミスト防止成分と
を含んでおり、前記組成物は約４０センチポアズ未満の粘度を有する非ニュートン性であ
る、非ニュートン水性濃縮組成物。
[２]
　前記ポリエチレンオキシドの分子量が約３，０００，０００～約７，０００，０００で
ある、項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物。
[３]
　酸化防止剤、キレート剤、及び溶媒からなる群から選択される少なくとも１つの安定化
成分を更に含む、項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物。
[４]
　前記溶媒がプロピレングリコール、及びグリセリンからなる群から選択される、項目３
に記載の非ニュートン水性濃縮組成物。
[５]
　酸化防止剤、キレート剤、及び溶媒からなる群から選択される少なくとも２つの安定化
成分を更に含む、項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物。
[６]
　前記酸がリン酸、クエン酸、乳酸、及びメタンスルホン酸の少なくとも１つを含む、項
目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物。
[７]
　前記濃縮組成物のｐＨが４．５以下である、項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成
物。
[８]
　更に水を含む、項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物であって、前記水は水性濃
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縮組成物の約４５質量％～約７５質量％を構成しており、
前記少なくとも１つの酸は前記水性濃縮組成物の約７質量％～約３５質量％を構成してお
り、
前記少なくとも１つの界面活性剤は前記水性濃縮組成物の約１．５質量％～約１２質量％
を構成しており、並びに
前記ミスト防止成分はポリエチレンオキシド、ポリアクリルアミド、及びこれらの組み合
わせからなる群から選択され、かつ前記水性濃縮組成物の約０．０１質量％～約０．３質
量％を構成している、
非ニュートン水性濃縮組成物。
[９]
　更に水を含む、項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物であって、前記水は前記水
性濃縮組成物の約４５質量％～約７５質量％を構成しており、
前記少なくとも１つの酸は前記水性濃縮組成物の約７質量％～約３５質量％を構成してお
り、
前記少なくとも１つの界面活性剤は前記水性濃縮組成物の約１．５質量％～約１２質量％
を構成しており、及び
前記ミスト防止成分はポリアクリレートであり、かつ前記水性濃縮組成物の約０．５質量
％～約２０質量％を構成している、
非ニュートン水性濃縮組成物。
[１０]
　約０．０１質量％～約１０．０質量％のプロピレングリコールを更に含む、項目８に記
載の非ニュートン水性濃縮組成物。
[１１]
　酸化防止剤、キレート剤、及び溶媒からなる群から選択される約０．０５質量％～１０
質量％の少なくとも１つの安定化成分を更に含む、項目８に記載の非ニュートン水性濃縮
組成物。
[１２]
　前記安定化成分がジカルボキシメチルグルタミン酸四ナトリウム塩（ＧＬＤＡ）である
、項目１１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物。
[１３]
　更に水を含む、項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物であって、前記水は前記水
性濃縮組成物の約２５質量％～約５０質量％を構成しており、
前記少なくとも１つの酸は前記水性濃縮組成物の約１０質量％～約７５質量％を構成して
おり、
前記少なくとも１つの界面活性剤は前記水性濃縮組成物の約１．３質量％～約１２質量％
を構成しており、並びに
前記ミスト防止成分はポリエチレンオキシド、ポリアクリルアミド、及びこれらの組み合
わせからなる群から選択され、かつ前記水性濃縮組成物の約０．０１質量％～約０．３質
量％を構成している、
非ニュートン水性濃縮組成物。
[１４]
　更に水を含む、項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物であって、前記水は前記水
性濃縮組成物の約２５質量％～約５０質量％を構成しており、
前記少なくとも１つの酸は前記水性濃縮組成物の約１０質量％～約７５質量％を構成して
おり、
前記少なくとも１つの界面活性剤は前記水性濃縮組成物の約１．３質量％～約１２質量％
を構成しており、及び
前記ミスト防止成分はポリアクリレートであり、かつ前記水性濃縮組成物の約０．５質量
％～約２０質量％を構成している、
非ニュートン水性濃縮組成物。
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[１５]
　項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物であって、少なくとも１つの酸が脂肪酸を
含み、かつ前記水性濃縮組成物の約０．５質量％～約１５質量％を構成しており、
前記少なくとも１つの界面活性剤は前記水性濃縮組成物の約０．１質量％～約３０質量％
を構成しており、並びに
前記ミスト防止成分はポリエチレンオキシド、ポリアクリルアミド、及びこれらの組み合
わせからなる群から選択され、かつ前記水性濃縮組成物の約０．０１質量％～約０．３質
量％を構成している、
非ニュートン水性濃縮組成物。
[１６]
　前記脂肪酸が、ヘキサン酸、酪酸、オクタン酸、ヘプタン酸、ノナン酸、デカン酸、ウ
ンデカン酸、及びドデカン酸からなる群から選択される、項目１５に記載の非ニュートン
水性濃縮組成物。
[１７]
　項目１に記載の非ニュートン水性濃縮組成物であって、少なくとも１つの酸が脂肪酸を
含み、かつ前記水性濃縮組成物の約０．５質量％～約１５質量％を構成しており、
前記少なくとも１つの界面活性剤は前記水性濃縮組成物の約０．１質量％～約３０質量％
を構成しており、及び
前記ミスト防止成分はポリアクリレートであり、かつ前記水性濃縮組成物の約０．５質量
％～約２０質量％を構成している、
非ニュートン水性濃縮組成物。
[１８]
　脂肪酸が、ヘキサン酸、酪酸、オクタン酸、ヘプタン酸、ノナン酸、デカン酸、ウンデ
カン酸、及びドデカン酸からなる群から選択される、項目１７に記載の非ニュートン水性
濃縮組成物。
[１９]
　組成物は、スプレーヘッドと前記スプレーヘッドに取り付けられた容器とを含むスプレ
ーボトル装置を利用することによって吹付可能な組成物である、項目１に記載の非ニュー
トン水性濃縮組成物。
[２０]
　前記組成物が、低速噴霧器を利用することによって吹付可能な組成物である、項目１に
記載の非ニュートン水性濃縮組成物。
[２１]
　使用溶液を形成する方法であって、前記方法は、
水と濃縮水性組成物とを混合して使用溶液を作る工程を含んでおり、
前記濃縮水性組成物は、
少なくとも１つの界面活性剤と；
ポリエチレンオキシド、及びポリアクリルアミドからなる群から選択される少なくとも１
つのミスト防止成分と
を含んでおり、
前記濃縮水性組成物を、約０．００２質量％～約０．００６質量％の前記ミスト防止成分
を有する使用溶液を形成する程度に充分な水と混合する、
使用溶液を形成する方法。
[２２]
　前記濃縮水性組成物が、酸化防止剤、キレート剤、及び溶媒からなる群から選択される
少なくとも１つの安定化成分を更に含む、項目２１に記載の方法。
[２３]
　前記濃縮水性組成物が、約０．０１質量％～約１０．０質量％のプロピレングリコール
を更に含む、項目２１に記載の方法。
[２４]
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　前記濃縮水性組成物が少なくとも１つの酸を含んでおり、前記使用溶液のｐＨが約４．
５以下である、項目２１に記載の方法。
[２５]
　前記酸が、ヘキサン酸、酪酸、オクタン酸、ヘプタン酸、ノナン酸、デカン酸、ウンデ
カン酸、及びドデカン酸からなる群から選択される脂肪酸を含む、項目２４に記載の方法
。
[２６]
　前記界面活性剤が第四級アンモニウム化合物を含む、項目２１に記載の方法。
[２７]
　前記濃縮水性組成物が分散剤を含む、項目２１に記載の方法。
[２８]
　前記界面活性剤が、少なくとも１つの非イオン性界面活性剤と、少なくとも１つのアニ
オン性界面活性剤とを含む、項目２１に記載の方法。
[２９]
　使用溶液を形成する方法であって、前記方法は、
水と濃縮水性組成物とを混合して使用溶液を作る工程を含んでおり、前記濃縮水性組成物
は
少なくとも１つの界面活性剤と；
ポリアクリレートと
を含んでおり、
前記濃縮水性組成物を、約０．２質量％～約５質量％のポリアクリレートを有する使用溶
液を形成する程度に充分な水と混合する、
使用溶液を形成する方法。
[３０]
　前記濃縮水性組成物が、酸化防止剤、キレート剤、及び溶媒からなる群から選択される
少なくとも１つの安定化成分を更に含む、項目２９に記載の方法。
[３１]
　前記濃縮水性組成物が、約０．０１質量％～約１０．０質量％のプロピレングリコール
を更に含む、項目２９に記載の方法。
[３２]
　前記濃縮水性組成物が少なくとも１つの酸を含んでおり、前記使用溶液のｐＨが約４．
５以下である、項目２９に記載の方法。
[３３]
　前記酸が、ヘキサン酸、酪酸、オクタン酸、ヘプタン酸、ノナン酸、デカン酸、ウンデ
カン酸、及びドデカン酸からなる群から選択される脂肪酸を含む、項目２９に記載の方法
。
[３４]
　前記界面活性剤が第四級アンモニウム化合物を含む、項目２９に記載の方法。
[３５]
　前記界面活性剤が、少なくとも１つの非イオン性界面活性剤と、少なくとも１つのアニ
オン性界面活性剤とを含む、項目２９に記載の方法。
[３６]
　吹付可能組成物の使用方法であって、前記方法は、
低速噴霧器を使用して、吹付可能な水性組成物を５０マイクロメートルより大きい平均サ
イズを有する液滴として分配する工程を含んでおり、
前記吹付可能な水性組成物は、少なくとも１つの界面活性剤と、少なくとも１つの界面活
性剤と、ポリエチレンオキシド、ポリアクリルアミド、及びこれらの組み合わせからなる
群から選択される約０．００２質量％～約０．００６質量％のミスト防止成分とを含む、
吹付可能組成物の使用方法。
[３７]
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　前記吹付可能な水性組成物を分配する工程が、吹付可能な水性組成物を液滴として分配
する工程を含んでおり、１１マイクロメートル未満のサイズを有する分配される前記液滴
が０．０１％未満である、項目３６に記載の方法。
[３８]
　前記吹付可能な水性組成物が少なくとも１つの酸を更に含んでおり、前記吹付可能な水
性組成物のｐＨが４．５以下である、項目３６に記載の方法。
[３９]
　前記酸が脂肪酸を含む、項目３８に記載の方法。
[４０]
　前記吹付可能な水性組成物が第四級アンモニウム化合物を更に含む、項目３６に記載の
方法。
[４１]
　前記吹付可能な水性組成物が、酸化防止剤、キレート剤、及び溶媒からなる群から選択
される少なくとも１つの安定化成分を更に含む、項目３６に記載の方法。
[４２]
　前記濃縮水性組成物が分散剤を含む、項目３６に記載の方法。
[４３]
　前記界面活性剤が、少なくとも１つの非イオン性界面活性剤と、少なくとも１つのアニ
オン性界面活性剤とを含む、項目３６に記載の方法。
[４４]
　吹付可能組成物の使用方法であって、前記方法は、
低速噴霧器を使用して、吹付可能な水性組成物を約５０マイクロメートルより大きい平均
サイズを有する液滴として分配する工程を含んでおり、
前記吹付可能な水性組成物は、少なくとも１つの界面活性剤と、約０．２質量％～約５．
０質量％のポリアクリレートとを含む、
吹付可能組成物の使用方法。
[４５]
　前記吹付可能な水性組成物を分配する工程が、前記吹付可能な水性組成物を液滴として
分配する工程を含んでおり、１１マイクロメートル未満のサイズを有する分配される液滴
が０．０１％未満である、項目４４に記載の方法。
[４６]
　前記吹付可能な水性組成物が少なくとも１つの酸を更に含んでおり、前記吹付可能な水
性組成物のｐＨが４．５以下である、項目４４に記載の方法。
[４７]
　前記酸が脂肪酸を含む、項目４６に記載の方法。
[４８]
　前記吹付可能な水性組成物が第四級アンモニウム化合物を更に含む、項目４４に記載の
方法。
[４９]
　前記吹付可能な水性組成物が、酸化防止剤、キレート剤、及び溶媒からなる群から選択
される少なくとも１つの安定化成分を更に含む、項目４４に記載の方法。
[５０]
　前記界面活性剤が、少なくとも１つの非イオン性界面活性剤と、少なくとも１つのアニ
オン性界面活性剤とを含む、項目４４に記載の方法。
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